
【記事・取材依頼・生活支援体制整備事業についての問い合わせ】北中城村社会福祉協議会　☎ 935-4520（担当：香村）

日
々
の
暮
ら
し
の
な
か
、

自
然
に
育
ま
れ
る
人
と
の「
つ
な
が
り
」

い
つ
も
の
仲
間
と
い
つ
も
の
場
所
で
あ
つ
ま
り
、

何
気
な
い
お
し
ゃ
べ
り
や
い
と
な
み
が
、

い
つ
の
ま
に
か「
健
康
づ
く
り
」に

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

さ
り
げ
な
い
気
遣
い
が
生
ま
れ
、
気
づ
け
ば

そ
こ
に
、お
互
い
さ
ま
の「
支
え
合
い
」が
あ
る
―

そ
ん
な「
お
宝
」と
も
言
え
る
暮
ら
し
方
を

つ
む
ぐ
人
た
ち
が
、
北
中
城
村
に
は
た
く
さ
ん

い
ま
す
。

年
齢
を
重
ね
て
も
、

「
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
自
分
ら
し
く
楽
し
く

豊
か
に
」生
活
す
る
方
々
の
暮
ら
し
方
。

ぜ
ひ
、
身
近
に
い
る
そ
ん
な「
お
宝
」な
方
々
の

暮
ら
し
方
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

情
報
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

お宝
再発見！  

きたなかの

～人は宝～～人は宝～

Facebook
北中城
支え合い

2022年4月（卯月）APRIL 祝日等に当たる場合は変更もしくは予定なし

相談名 とき ／ ところ ／ 担当 内 容 相談員

相
談
コ
ー
ナ
ー

税に関する
相談

4月6日（水） 午後1時～午後4時 予約制です
予約先：村役場総務課 ☎935-2233（内216）

村役場総務課

相続・贈与・土地譲渡等の
税金の相談 税理士：喜納 秀樹 

人権相談 4月8日（金） 午前10時～午後12時
村役場第二庁舎３階第三委員室 人権問題、いじめ、サラ金、もめごと 那覇地方法務局（沖縄支局）☎937-3278

法律相談 4月7日（木） 午後1時～午後4時 予約制です
予約先：村役場総務課 ☎935-2233（内216）

法律的な相談であれば
どんな内容でも可 池宮城 紀

とし

夫
お

　弁護士

行政相談 4月7日（木）午後2時～午後4時
屋宜原公民館

暮らしの中の困りごとや
行政に関する相談

比嘉 洋子　行政相談委員
行政苦情110番　☎867-1100
行政相談委員への相談は　☎935-2233

教育相談 月曜日～金曜日 午前9時～午後4時
要予約

村教育委員会
教育総務課

児童生徒及び保護者への教育上の
問題・悩み・困り事相談・助言

月～金　 比嘉 美奈子（教育相談員）
☎935-3780

障害に関する
相談

月曜日～金曜日 午前8時半～午後5時15分
村役場福祉課

知的・身体・精神に障害をお持ちの方、
および家族等への支援（相談支援事業
とあわせて実施）

専門相談員
専門相談員への相談は
☎935-2263（内250）

専門相談員への相談は毎週
月・水・金曜日 午前10時～午後3時

高齢者
なんでも相談 月曜日～金曜日 午前8時半～午後5時15分

地域包括支援
センター
☎935-5922

高齢者の健康、介護、権利など全般 保健師・社会福祉士・ケアマネージャー

もの忘れ相談 月曜日～金曜日 午前8時半～午後5時15分 もの忘れ・認知症の介護に
お困りなことなど

保健師・看護師、または認知症専門医
(要事前相談)

専門職による
成年後見制度・
くらしの相談会

4月12日（火）午後１時～午後３時 予約制です
予約先：村地域包括支援センター 成年後見制度に関する専門的な相談 西端 裕子　弁護士

竹藤 登　社会福祉士

心配ごと相談 月曜日～金曜日 午前10時～午後4時 村社会福祉
協議会

月～金 ：一般相談
火・木 ：障害者相談（ピアサポート）
　金 ： 消費生活相談

（消費者金融、クレジット、悪質商法など）

月：大屋 みゆき 火：仲田 美和子
水：大城 幸子 木：仲田 美和子
金：消費生活相談員
☎935-4755（FAX兼用）

育児に関する
相談 月曜日～金曜日 午前8時半～午後5時 子育て支援

センター 育児に関する相談全般 子育て指導員（保育士）☎982-0505

集
い

ふれあい
子育てサロン

第1火曜日：総合社会福祉センター 第1金曜日：和仁屋公民館
第2火曜日：喜舎場公民館 第2金曜日：総合社会福祉センター （いずれも午前10時～正午まで）
第3火曜日：島袋児童館 第3金曜日：島袋公民館
第4火曜日：大城公民館 第4金曜日：安谷屋公民館

妊婦さん、子育て中のお母さん、お子さん
と一緒に交流しましょう！絵本の読み聞か
せやリズムあそび等をします。

子育てに関するご相談は
社会福祉協議会☎935-4520

行政区別人口・世帯数（２月末現在）
区分 喜舎場 仲順 熱田 北中城

団地 和仁屋 渡口 島袋 屋宜原 瑞慶覧 石平 安谷屋 荻道 大城 軍施設
内 美崎 ライカム 外国人 合計

男 905 743 673 140 351 360 2,505 407 112 158 937 305 173 8 448 365 217 8,590 
女 949 769 656 188 390 369 2,771 437 139 164 989 295 201 30 489 426 147 9,262 
計 1,854 1,512 1,329 328 741 729 5,276 844 251 322 1,926 600 374 38 937 791 364 17,852 
世帯数 734 644 548 124 312 339 2,350 356 124 165 804 245 162 18 393 323 143 7,641 
比嘉の127世帯、男108人、女112人　計220人は島袋に含まれます。外国人とは、大使、公使、総領事及びその家族、大使館の職員、外交官とその家族、地位協定該当者を除いた数です。

見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォント
を採用しています。

令和４年３月25日　発行／北中城村役場　編集／企画振興課
〒901-2392　沖縄県中頭郡北中城村字喜舎場426番地2　TEL098-935-2233（代表）FAX098-935-5536
ホームページアドレスhttp://www.vill.kitanakagusuku.lg.jp　印刷／光文堂コミュニケーションズ株式会社

※ 新型コロナウイルス感染症をめぐる状況等により、
中止する場合があります。

「広報 きたなかぐすく」
Facebook
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村の人口（2月末現在、カッコ内は先月比） 男 8,590（-8） 女 9,262（-21） 計 17,852（-29） 世帯数 7,641（-12）

〈今月の内容〉

施政方針 ........................................................................２-６
みんなの広場 ...................................................................8-9

満５歳～11歳のコロナワクチン接種について ... 14
話題アレコレ .............................................................18-19

中部圏域実行委員会の取り組み動画公開中！
（令和4年4月8日まで公開）　詳しくはQRコードから→

国連の定めた
世界自閉症啓発デー4/2 発達障害

啓発週間4/2 - 4/8
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生
涯
健
や
か
で

笑
顔
あ
ふ
れ
る
健
康
づ
く
り

１ 

地
域
保
健
の
充
実
と
健
康
増
進

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡

大
を
防
止
し
、
村
民
の
生
命
及
び
健
康
を
守

り
、社
会
経
済
活
動
と
の
両
立
を
図
る
た
め
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
円

滑
に
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
妊
娠
期
か
ら
産
後
、
乳
幼
児
期
を

通
し
て
切
れ
目
の
な
い
支
援
が
行
え
る
よ
う
、

母
子
保
健
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
り
、
誰
も

が
安
心
し
て
子
育
て
し
や
す
い
環
境
づ
く
り

と
体
制
整
備
に
取
り
組
む
た
め
、
新
た
に
新

生
児
聴
覚
検
査
費
用
の
助
成
を
行
い
ま
す
。

働
き
盛
り
世
代
の
健
康
づ
く
り
の
推
進
と

本
村
の
健
康
寿
命
の
維
持
を
目
指
す
た
め
、

休
日
健
診
や
ナ
イ
ト
健
診（
夜
間
健
診
）、
人

間
ド
ッ
ク
等
費
用
助
成
な
ど
、
特
定
健
診
や

が
ん
検
診
を
受
診
し
や
す
い
環
境
を
整
え
、

生
活
習
慣
病
の
発
症
・
重
症
化
予
防
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
食
育
Ｓ
Ａ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
を

活
用
し
た
健
康
教
室
や
乳
幼
児
か
ら
高
齢
者

に
対
す
る
食
生
活
指
導
を
行
い
ま
す
。

本
村
で
は
、
県
内
で
先
駆
け
て
「
高
齢
者

の
保
健
事
業
と
介
護
予
防
の
一
体
的
実
施
」

に
取
り
組
ん
で
お
り
、
75
歳
以
上
の
後
期
高

齢
者
に
対
し
、
地
域
特
性
を
踏
ま
え
な
が
ら

生
活
習
慣
病
等
の
重
症
化
予
防
と
フ
レ
イ
ル

予
防
等
の
介
護
予
防
事
業
を
一
体
的
に
推
進

し
ま
す
。

２
国
民
健
康
保
険
の
安
定
運
営

国
民
健
康
保
険
の
運
営
主
体
が
県
に
移
行

さ
れ
、
県
全
体
で
の
連
携
を
図
っ
て
い
ま
す

が
、
今
後
は
、
国
民
健
康
保
険
税
の
見
直
し

を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
医
療
費
の

適
正
化
を
図
る
た
め
、
特
定
健
診
後
の
特
定

保
健
指
導
、
重
症
化
予
防
、
未
受
診
者
対
策

の
実
施
に
加
え
、
国
保
連
合
会
や
地
域
の
医

療
機
関
と
連
携
し
た
「
人
工
透
析
予
防
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
や
「
肥
満
解
決
の
食
の
研
究
会
」

で
先
駆
的
に
モ
デ
ル
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

令
和
４
年
度

施
政
方
針

令
和
４
年
３
月
４
日

依
然
と
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
変
異
を
繰
り
返
し
な
が

ら
世
界
中
に
猛
威
を
振
る
い
続
け
て
お
り
、
村
民
の
皆
さ
ま
と
の
対
話
を

望
み
な
が
ら
も
思
い
通
り
に
い
か
な
い
日
々
を
も
ど
か
し
く
感
じ
て
い
ま

す
。
村
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
継
続
し
た
感
染
防
止
対
策
に
ご
協
力
い
た
だ

い
て
い
る
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
の
皆
さ
ま
が
使
命
を
持
っ
て
日
々
の
業
務
に
取
り
組
ま
れ

て
い
る
姿
勢
に
改
め
て
深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
。

本
村
で
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
迅
速
に
進
め
る
と
と
も
に
、
感
染
者
へ

の
食
糧
支
援
の
ほ
か
、
生
活
困
窮
世
帯
へ
の
家
賃
補
助
、
村
独
自
の
事
業

者
支
援
金
の
給
付
な
ど
、
村
民
の
暮
ら
し
に
対
す
る
支
援
に
尽
力
し
て
き

た
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
も
国
の
感
染
症
対
策
等
を
踏
ま
え
つ
つ
、
ポ
ス
ト

コ
ロ
ナ
の
未
来
を
切
り
拓
き
、
安
心
と
希
望
を
村
民
、
事
業
者
の
皆
さ
ま

と
共
有
で
き
る
よ
う
機
を
逸
す
る
こ
と
な
く
取
り
組
み
ま
す
。

本
年
は
、
沖
縄
本
土
復
帰
50
年
の
大
き
な
節
目
を
迎
え
ま
す
。
戦
争
と

い
う
悲
惨
な
体
験
の
記
憶
が
薄
れ
て
い
く
中
で
、
沖
縄
戦
の
実
相
や
米
国

の
施
政
権
下
に
あ
っ
た
沖
縄
の
状
況
を
正
し
く
次
世
代
に
伝
え
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
本
村
に
お
い
て
も
、
村
独
自
の
視
点
か
ら
沖
縄
が
歩
ん
だ

歴
史
を
伝
え
て
い
き
ま
す
。

「
歳
入
に
見
合
っ
た
柔
軟
か
つ
安
定
的
な
財
政
運
営
の
確
立
」
を
最
重

要
課
題
と
し
て
、将
来
的
に
持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
村
政
運
営
に
あ
た
っ
て
は
、
村
民
皆
さ
ま
の
声
を
し
っ
か
り
と
聞

き
、私
の
思
い
描
く「
村
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
」を
進
め
て
い
き
ま
す
。

全
村
植
物
公
苑
づ
く
り

１ 

秩
序
あ
る
土
地
利
用
と

村
の
発
展
に
資
す
る
拠
点
形
成

北
中
城
村
は
、
起
伏
に
富
ん
だ
地
形
に
お

い
て
農
地
を
有
し
て
お
り
、
遊
休
農
地
（
耕

作
放
棄
地
）
が
全
農
地
面
積
の
約
50
％
（
う

ち
再
生
可
能
約
30
％
、
再
生
困
難
約
20
％
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。
農
業
を
最
大
限
に
活
か

し
、
地
域
活
力
の
創
出
を
図
る
た
め
、
農
業

振
興
地
域
整
備
計
画
の
策
定
と
農
業
委
員
会

と
協
力
し
て
農
地
の
再
生
に
関
す
る
問
題
の

解
消
に
努
め
ま
す
。

令
和
６
年
度
又
は
そ
れ
以
降
と
さ
れ
る

キ
ャ
ン
プ
瑞
慶
覧
の
一
部
返
還
に
つ
い
て
、

ロ
ウ
ワ
ー
・
プ
ラ
ザ
住
宅
地
区
で
は
、
昨
年

に
北
中
城
村
・
沖
縄
市
の
地
権
者
に
よ
る
地

権
者
会
が
発
足
し
、
跡
地
利
用
に
向
け
た
取

組
み
が
徐
々
に
動
き
出
し
て
い
ま
す
。
返
還

後
の
跡
地
利
用
が
円
滑
に
行
え
る
よ
う
、
地

権
者
支
援
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
跡
地
利

用
計
画
の
策
定
に
向
け
、
当
地
区
が
抱
え
る

課
題
等
の
整
理
・
検
討
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

喜
舎
場
住
宅
地
区
に
つ
い
て
も
、
国
の
動
向

を
注
視
し
、
様
々
な
可
能
性
を
想
定
し
た

跡
地
利
用
の
検
討
を
進
め
ま
す
。

東
海
岸
地
域
に
つ
い
て
は
、
沖
縄
県
が
想

定
す
る
津
波
浸
水
区
域
内
に
あ
る
こ
と
や
法

に
よ
る
規
制
が
敷
か
れ
る
な
ど
、
土
地
利
用

が
難
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
村
の
発
展
に

資
す
る
土
地
利
用
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討

を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
平
成
24
年
度
よ
り
進
め
て
き
た
公

営
墓
地
整
備
事
業
が
完
了
し
、
今
後
は
公
営

墓
地
の
適
正
な
管
理
・
運
営
に
努
め
る
と
と

も
に
、
適
正
な
規
制
誘
導
に
よ
る
公
営
墓
地

へ
の
集
約
を
図
る
こ
と
で
、
村
内
に
お
け
る

墓
地
建
設
の
散
在
化
を
防
止
し
ま
す
。

広
域
交
流
及
び
防
災
の
拠
点
づ
く
り
の
ひ

と
つ
と
し
て
、
ラ
イ
カ
ム
地
区
に
整
備
計
画

さ
れ
て
い
る
多
目
的
ア
リ
ー
ナ
（
仮
称
）
に

つ
い
て
は
、
近
隣
自
治
体
に
お
け
る
同
類
施

設
の
整
備
状
況
を
踏
ま
え
、
本
村
に
と
っ
て

有
効
な
活
用
が
図
ら
れ
る
よ
う
施
設
内
容
及

び
施
設
規
模
等
、
事
業
計
画
を
見
直
す
と
と

も
に
、
こ
れ
に
関
連
し
た
都
市
計
画
の
再
構

築
を
図
り
ま
す
。

２ 

み
ど
り
の
保
全
創
出
と
景
観
形
成

都
市
公
園
の
安
全
・
安
心
か
つ
快
適
な
利

用
を
図
る
た
め
、
若
松
公
園
の
擁
壁
調
査

測
量
設
計
業
務
、
し
お
さ
い
公
苑
の
バ
ッ
ク

ネ
ッ
ト
改
修
工
事
、
イ
ー
ム
イ
公
園
の
遊
具

設
置
工
事
を
行
う
と
と
も
に
、
各
公
園
の
適

切
な
維
持
管
理
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
ラ
イ

カ
ム
地
区
の
都
市
公
園
に
つ
い
て
、
早
期
整

備
が
図
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

３ 

暮
ら
し
を
支
え
る

道
路
交
通
環
境
の
形
成

村
内
の
円
滑
な
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形

成
す
る
た
め
、
中
城
公
園
ア
ク
セ
ス
線
の
用

地
取
得
を
進
捗
さ
せ
る
ほ
か
、
村
道
喜
舎
場

荻
道
線
歩
道
設
計
業
務
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
既
存
道
路
に
つ
い
て
は
、
村
道
北
中

城
高
校
１
２
７
号
線
の
護
岸
改
修
に
向
け
た

調
査
測
量
設
計
業
務
、
村
道
仲
順
ラ
イ
カ
ム

線
の
改
築
に
向
け
た
調
査
測
量
設
計
業
務
、

熱
田
地
区
排
水
路
実
施
設
計
業
務
等
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
適
切
な
維
持
管
理
に
努

め
ま
す
。

本
村
は
中
南
部
圏
の
交
通
の
要
衝
と
し

て
、
国
道
３
３
０
号
沿
線
を
中
心
に
広
域
移

動
が
充
実
し
て
い
る
も
の
の
、
村
内
で
は
、

公
共
交
通
空
白
地
域
が
多
数
存
在
し
、
域

内
移
動
に
課
題
が
あ
り
ま
す
。
令
和
元
年
度

か
ら
実
施
し
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
実

証
実
験
の
運
行
ル
ー
ト
を
拡
充
す
る
こ
と
で

村
民
の
移
動
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
、
持
続

可
能
な
交
通
モ
ー
ド
の
検
討
を
継
続
し
、
既

存
の
公
共
交
通
の
役
割
と
位
置
付
け
を
整

理
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
連
携
で
き
る
公
共
交
通

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
た
め
、
地
域
公

共
交
通
計
画
の
策
定
に
取
り
組
み
ま
す
。

４ 

上
下
水
道
の
整
備
・

環
境
衛
生
の
推
進

水
道
事
業
に
つ
い
て
、
給
水
区
域
内
の
安

定
供
給
と
安
心
安
全
な
給
水
を
図
る
た
め
、

ポ
ン
プ
設
備
、
貯
水
施
設
の
点
検
・
整
備
や

水
質
検
査
を
実
施
し
、
併
せ
て
有
収
率
向
上

の
た
め
漏
水
調
査
を
継
続
い
た
し
ま
す
。
管

路
施
設
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き

県
道
改
良
工
事
に
伴
う
配
水
管
移
設
工
事
を

実
施
し
ま
す
。

下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
中
部
流
域
の

島
袋
地
区
公
共
下
水
道
汚
水
枝
線
工
事
を

実
施
す
る
と
と
も
に
、
公
共
水
域
の
保
全
及

び
清
潔
で
快
適
な
生
活
環
境
を
確
保
す
る
た

め
、
未
普
及
区
域
の
下
水
道
整
備
を
推
進
し

ま
す
。
普
及
区
域
で
は
下
水
道
効
果
促
進

事
業
（
公
共
下
水
道
接
続
補
助
）
に
よ
る
接

続
率
向
上
の
た
め
の
戸
別
訪
問
に
よ
る
普
及

活
動
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
次
年
度
以
降

の
よ
り
一
層
の
下
水
道
整
備
促
進
を
図
る
た

め
、
地
域
再
生
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
で
、

地
方
創
生
関
連
補
助
金
等
の
活
用
に
よ
る
安

定
し
た
財
源
確
保
に
努
め
ま
す
。

北
中
城
村
長

比
嘉 

孝
則
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�

生
涯
健
や
か
で

笑
顔
あ
ふ
れ
る
健
康
づ
く
り

１ 

地
域
保
健
の
充
実
と
健
康
増
進

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡

大
を
防
止
し
、
村
民
の
生
命
及
び
健
康
を
守

り
、社
会
経
済
活
動
と
の
両
立
を
図
る
た
め
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
円

滑
に
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
妊
娠
期
か
ら
産
後
、
乳
幼
児
期
を

通
し
て
切
れ
目
の
な
い
支
援
が
行
え
る
よ
う
、

母
子
保
健
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
り
、
誰
も

が
安
心
し
て
子
育
て
し
や
す
い
環
境
づ
く
り

と
体
制
整
備
に
取
り
組
む
た
め
、
新
た
に
新

生
児
聴
覚
検
査
費
用
の
助
成
を
行
い
ま
す
。

働
き
盛
り
世
代
の
健
康
づ
く
り
の
推
進
と

本
村
の
健
康
寿
命
の
維
持
を
目
指
す
た
め
、

休
日
健
診
や
ナ
イ
ト
健
診（
夜
間
健
診
）、
人

間
ド
ッ
ク
等
費
用
助
成
な
ど
、
特
定
健
診
や

が
ん
検
診
を
受
診
し
や
す
い
環
境
を
整
え
、

生
活
習
慣
病
の
発
症
・
重
症
化
予
防
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
食
育
Ｓ
Ａ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
を

活
用
し
た
健
康
教
室
や
乳
幼
児
か
ら
高
齢
者

に
対
す
る
食
生
活
指
導
を
行
い
ま
す
。

本
村
で
は
、
県
内
で
先
駆
け
て
「
高
齢
者

の
保
健
事
業
と
介
護
予
防
の
一
体
的
実
施
」

に
取
り
組
ん
で
お
り
、
75
歳
以
上
の
後
期
高

齢
者
に
対
し
、
地
域
特
性
を
踏
ま
え
な
が
ら

生
活
習
慣
病
等
の
重
症
化
予
防
と
フ
レ
イ
ル

予
防
等
の
介
護
予
防
事
業
を
一
体
的
に
推
進

し
ま
す
。

２
国
民
健
康
保
険
の
安
定
運
営

国
民
健
康
保
険
の
運
営
主
体
が
県
に
移
行

さ
れ
、
県
全
体
で
の
連
携
を
図
っ
て
い
ま
す

が
、
今
後
は
、
国
民
健
康
保
険
税
の
見
直
し

を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
医
療
費
の

適
正
化
を
図
る
た
め
、
特
定
健
診
後
の
特
定

保
健
指
導
、
重
症
化
予
防
、
未
受
診
者
対
策

の
実
施
に
加
え
、
国
保
連
合
会
や
地
域
の
医

療
機
関
と
連
携
し
た
「
人
工
透
析
予
防
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
や
「
肥
満
解
決
の
食
の
研
究
会
」

で
先
駆
的
に
モ
デ
ル
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

全
村
植
物
公
苑
づ
く
り

１ 

秩
序
あ
る
土
地
利
用
と

村
の
発
展
に
資
す
る
拠
点
形
成

北
中
城
村
は
、
起
伏
に
富
ん
だ
地
形
に
お

い
て
農
地
を
有
し
て
お
り
、
遊
休
農
地
（
耕

作
放
棄
地
）
が
全
農
地
面
積
の
約
50
％
（
う

ち
再
生
可
能
約
30
％
、
再
生
困
難
約
20
％
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。
農
業
を
最
大
限
に
活
か

し
、
地
域
活
力
の
創
出
を
図
る
た
め
、
農
業

振
興
地
域
整
備
計
画
の
策
定
と
農
業
委
員
会

と
協
力
し
て
農
地
の
再
生
に
関
す
る
問
題
の

解
消
に
努
め
ま
す
。

令
和
６
年
度
又
は
そ
れ
以
降
と
さ
れ
る

キ
ャ
ン
プ
瑞
慶
覧
の
一
部
返
還
に
つ
い
て
、

ロ
ウ
ワ
ー
・
プ
ラ
ザ
住
宅
地
区
で
は
、
昨
年

に
北
中
城
村
・
沖
縄
市
の
地
権
者
に
よ
る
地

権
者
会
が
発
足
し
、
跡
地
利
用
に
向
け
た
取

組
み
が
徐
々
に
動
き
出
し
て
い
ま
す
。
返
還

後
の
跡
地
利
用
が
円
滑
に
行
え
る
よ
う
、
地

権
者
支
援
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
跡
地
利

用
計
画
の
策
定
に
向
け
、
当
地
区
が
抱
え
る

課
題
等
の
整
理
・
検
討
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

喜
舎
場
住
宅
地
区
に
つ
い
て
も
、
国
の
動
向

を
注
視
し
、
様
々
な
可
能
性
を
想
定
し
た

跡
地
利
用
の
検
討
を
進
め
ま
す
。

東
海
岸
地
域
に
つ
い
て
は
、
沖
縄
県
が
想

定
す
る
津
波
浸
水
区
域
内
に
あ
る
こ
と
や
法

に
よ
る
規
制
が
敷
か
れ
る
な
ど
、
土
地
利
用

が
難
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
村
の
発
展
に

資
す
る
土
地
利
用
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討

を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
平
成
24
年
度
よ
り
進
め
て
き
た
公

営
墓
地
整
備
事
業
が
完
了
し
、
今
後
は
公
営

墓
地
の
適
正
な
管
理
・
運
営
に
努
め
る
と
と

も
に
、
適
正
な
規
制
誘
導
に
よ
る
公
営
墓
地

へ
の
集
約
を
図
る
こ
と
で
、
村
内
に
お
け
る

墓
地
建
設
の
散
在
化
を
防
止
し
ま
す
。

広
域
交
流
及
び
防
災
の
拠
点
づ
く
り
の
ひ

と
つ
と
し
て
、
ラ
イ
カ
ム
地
区
に
整
備
計
画

さ
れ
て
い
る
多
目
的
ア
リ
ー
ナ
（
仮
称
）
に

つ
い
て
は
、
近
隣
自
治
体
に
お
け
る
同
類
施

設
の
整
備
状
況
を
踏
ま
え
、
本
村
に
と
っ
て

有
効
な
活
用
が
図
ら
れ
る
よ
う
施
設
内
容
及

び
施
設
規
模
等
、
事
業
計
画
を
見
直
す
と
と

も
に
、
こ
れ
に
関
連
し
た
都
市
計
画
の
再
構

築
を
図
り
ま
す
。

２ 

み
ど
り
の
保
全
創
出
と
景
観
形
成

都
市
公
園
の
安
全
・
安
心
か
つ
快
適
な
利

用
を
図
る
た
め
、
若
松
公
園
の
擁
壁
調
査

測
量
設
計
業
務
、
し
お
さ
い
公
苑
の
バ
ッ
ク

ネ
ッ
ト
改
修
工
事
、
イ
ー
ム
イ
公
園
の
遊
具

設
置
工
事
を
行
う
と
と
も
に
、
各
公
園
の
適

切
な
維
持
管
理
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
ラ
イ

カ
ム
地
区
の
都
市
公
園
に
つ
い
て
、
早
期
整

備
が
図
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

３ 

暮
ら
し
を
支
え
る

道
路
交
通
環
境
の
形
成

村
内
の
円
滑
な
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形

成
す
る
た
め
、
中
城
公
園
ア
ク
セ
ス
線
の
用

地
取
得
を
進
捗
さ
せ
る
ほ
か
、
村
道
喜
舎
場

荻
道
線
歩
道
設
計
業
務
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
既
存
道
路
に
つ
い
て
は
、
村
道
北
中

城
高
校
１
２
７
号
線
の
護
岸
改
修
に
向
け
た

調
査
測
量
設
計
業
務
、
村
道
仲
順
ラ
イ
カ
ム

線
の
改
築
に
向
け
た
調
査
測
量
設
計
業
務
、

熱
田
地
区
排
水
路
実
施
設
計
業
務
等
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
適
切
な
維
持
管
理
に
努

め
ま
す
。

本
村
は
中
南
部
圏
の
交
通
の
要
衝
と
し

て
、
国
道
３
３
０
号
沿
線
を
中
心
に
広
域
移

動
が
充
実
し
て
い
る
も
の
の
、
村
内
で
は
、

公
共
交
通
空
白
地
域
が
多
数
存
在
し
、
域

内
移
動
に
課
題
が
あ
り
ま
す
。
令
和
元
年
度

か
ら
実
施
し
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
実

証
実
験
の
運
行
ル
ー
ト
を
拡
充
す
る
こ
と
で

村
民
の
移
動
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
、
持
続

可
能
な
交
通
モ
ー
ド
の
検
討
を
継
続
し
、
既

存
の
公
共
交
通
の
役
割
と
位
置
付
け
を
整

理
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
連
携
で
き
る
公
共
交
通

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
た
め
、
地
域
公

共
交
通
計
画
の
策
定
に
取
り
組
み
ま
す
。

４ 

上
下
水
道
の
整
備
・

環
境
衛
生
の
推
進

水
道
事
業
に
つ
い
て
、
給
水
区
域
内
の
安

定
供
給
と
安
心
安
全
な
給
水
を
図
る
た
め
、

ポ
ン
プ
設
備
、
貯
水
施
設
の
点
検
・
整
備
や

水
質
検
査
を
実
施
し
、
併
せ
て
有
収
率
向
上

の
た
め
漏
水
調
査
を
継
続
い
た
し
ま
す
。
管

路
施
設
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き

県
道
改
良
工
事
に
伴
う
配
水
管
移
設
工
事
を

実
施
し
ま
す
。

下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
中
部
流
域
の

島
袋
地
区
公
共
下
水
道
汚
水
枝
線
工
事
を

実
施
す
る
と
と
も
に
、
公
共
水
域
の
保
全
及

び
清
潔
で
快
適
な
生
活
環
境
を
確
保
す
る
た

め
、
未
普
及
区
域
の
下
水
道
整
備
を
推
進
し

ま
す
。
普
及
区
域
で
は
下
水
道
効
果
促
進

事
業
（
公
共
下
水
道
接
続
補
助
）
に
よ
る
接

続
率
向
上
の
た
め
の
戸
別
訪
問
に
よ
る
普
及

活
動
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
次
年
度
以
降

の
よ
り
一
層
の
下
水
道
整
備
促
進
を
図
る
た

め
、
地
域
再
生
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
で
、

地
方
創
生
関
連
補
助
金
等
の
活
用
に
よ
る
安

定
し
た
財
源
確
保
に
努
め
ま
す
。

人
と
文
化
を
育
み

時
代
を
担
う
人
づ
く
り

１
学
校
教
育
の
充
実

学
力
向
上
に
向
け
た
教
育
の
充
実
を
図
る

た
め
、
標
準
学
力
調
査
や
質
問
紙
調
査
を
導

入
し
、
児
童
生
徒
の
学
力
向
上
や
魅
力
あ
る

学
校
づ
く
り
・
学
級
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

英
語
教
育
で
は
、
英
会
話
指
導
員
の
配
置
や

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
コ
ン
テ
ス
ト
の
開
催
等
に

よ
る
充
実
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
各
学
校
に

学
習
支
援
員
を
配
置
し
、
児
童
生
徒
一
人
ひ

と
り
の
状
況
に
応
じ
た
き
め
細
や
か
な
指
導

を
実
施
し
ま
す
。

教
育
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
に
お
い
て
、
児
童
生
徒

一
人
ひ
と
り
に
情
報
端
末
が
整
備
さ
れ
ま
し

た
。
本
年
度
は
情
報
活
用
能
力
を
よ
り
良
く

高
め
る
た
め
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー

タ
ー
の
配
置
、
教
師
の
研
修
等
の
充
実
、
教

材
ア
プ
リ
を
導
入
す
る
こ
と
で
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
構
想
を
推
進
し
ま
す
。
併
せ
て
、
児

童
生
徒
に
必
要
な
指
導
を
行
う
た
め
の
ツ
ー

ル
と
し
て
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る

こ
と
で
、
校
務
情
報
を
集
約
・
共
有
す
る
こ

と
に
よ
る
校
務
の
効
率
化
を
図
り
、
教
育
の

質
の
向
上
及
び
労
働
環
境
の
改
善
に
取
り
組

み
ま
す
。

例
年
２
月
に
は
北
中
城
村
「
教
育
の
日
」

式
典
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
模
範
と
な
る
児

童
生
徒
や
教
育
実
践
に
精
励
し
て
い
る
教
職

員
、
長
年
に
わ
た
っ
て
学
校
を
支
援
し
て
頂

い
た
地
域
の
個
人
・
団
体
等
の
功
績
を
讃
え
、

教
育
表
彰
を
実
施
し
ま
す
。

学
校
の
環
境
整
備
に
関
し
て
、
小
学
校
の

老
朽
化
し
た
ト
イ
レ
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
本
年
度
は
北
中
城
小
学
校
に
お
い
て
改

修
工
事
設
計
業
務
を
実
施
し
、
順
次
改
善
を

図
り
ま
す
。
ま
た
、
村
立
小
中
学
校
に
通
う

児
童
生
徒
の
通
学
の
安
全
の
確
保
と
移
動
利

便
性
向
上
を
図
る
た
め
、
令
和
３
年
度
よ
り

北
中
城
村
通
学
バ
ス
検
討
委
員
会
を
設
置
し

て
い
ま
す
。ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
現
状
と
課
題
、

今
後
の
在
り
方
つ
い
て
当
委
員
会
の
答
申
を

踏
ま
え
、
見
直
し
に
向
け
取
り
組
み
ま
す
。

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
←
）
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ゆ
い
ま
ー
る（
相
互
扶
助
）で
築
く

安
全
・
安
心
な
地
域
づ
く
り

超
高
齢
社
会
を
迎
え
た
本
村
の
地
域
福
祉

は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
新
た
な
施
策
の
展
開

が
求
め
ら
れ
ま
す
。新
た
な
時
代
に
対
応
し
、

地
域
社
会
を
基
盤
と
し
た
地
域
福
祉
を
計
画

的
か
つ
総
合
的
に
推
進
す
る
た
め
、
第
５
次

北
中
城
村
地
域
福
祉
計
画
の
策
定
に
取
り
組

み
ま
す
。
同
計
画
で
は
、
今
後
増
加
す
る
と

見
込
ま
れ
る
認
知
症
高
齢
者
や
障
が
い
者
の

権
利
擁
護
支
援
の
要
で
も
あ
る
成
年
後
見
制

度
の
利
用
促
進
を
図
る
た
め
「
第
２
期
北
中

城
村
成
年
後
見
制
度
利
用
促
進
計
画
」
と
一

体
的
に
策
定
し
ま
す
。

１ 

児
童
福
祉
・
子
育
て
支
援
の
充
実

子
育
て
を
取
巻
く
状
況
は
、
少
子
化
・
核

家
族
化
が
進
行
し
、
地
域
と
一
体
と
な
っ
た

子
育
て
支
援
に
取
組
む
こ
と
が
重
要
で
す
。

と
り
わ
け
、
児
童
館
や
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

等
に
よ
る
地
域
の
子
育
て
環
境
の
整
備
を
継

続
し
て
進
め
る
必
要
が
あ
り
、
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
巡
回
支
援
事
業
に
よ
る
村
内
学
童
ク

ラ
ブ
の
資
質
向
上
を
目
的
と
し
た
支
援
を
新

た
に
実
施
し
ま
す
。

子
ど
も
子
育
て
支
援
計
画
に
基
づ
き
、
保

育
ニ
ー
ズ
に
対
す
る
施
設
整
備
を
進
め
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
保
育
士
の
確
保
等
の
課

題
が
顕
在
化
す
る
現
状
に
お
い
て
、
依
然
と

し
て
待
機
児
童
解
消
に
は
大
き
な
課
題
が
あ

り
ま
す
。
引
き
続
き
、
保
育
士
確
保
対
策
事

業
費
補
助
金
等
を
活
用
し
た
宿
舎
借
り
上
げ

や
県
外
保
育
士
誘
致
支
援
に
よ
る
保
育
人
材

の
確
保
に
努
め
、
待
機
児
童
解
消
に
取
り
組

み
ま
す
。

２
高
齢
者
福
祉
の
充
実

高
齢
化
の
進
展
に
よ
る
社
会
保
障
費
の
増

加
や
介
護
人
材
等
の
支
え
手
が
不
足
す
る
な

か
、
介
護
保
険
に
お
け
る
地
域
支
援
事
業
に

よ
り
、
高
齢
者
自
身
が
健
康
で
住
み
慣
れ
た

地
域
で
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
よ
う
、
介
護

予
防
事
業
の
拡
充
、
住
民
同
士
や
地
域
の
支

え
合
い
の
仕
組
み
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
高
齢
者
の
多
様
な
就
業
ニ
ー
ズ
に

応
じ
、
地
域
社
会
の
日
常
生
活
に
密
着
し

た
臨
時
的
か
つ
短
期
的
、
又
は
軽
易
な
就
業

機
会
を
確
保
・
提
供
し
、
併
せ
て
高
齢
者
の

生
き
が
い
の
充
実
、
社
会
参
加
の
促
進
に
よ

る
地
域
社
会
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
、
北
中
城
村
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ

の
支
援
を
行
い
ま
す
。

３
障
害
者（
児
）福
祉
の
充
実

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大

は
、
障
が
い
の
あ
る
方
の
暮
ら
し
に
よ
り
大

き
な
影
響
が
生
じ
て
い
ま
す
。
と
り
わ
け
、

本
人
や
家
族
が
感
染
や
濃
厚
接
触
者
に
な
っ

た
場
合
の
支
援
体
制
が
課
題
で
あ
り
、
親
な

き
後
を
見
据
え
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
の
生

活
を
支
え
る
事
業
で
あ
る
地
域
生
活
支
援
拠

点
等
の
整
備
を
進
め
、
こ
れ
ら
の
事
業
を
活

用
し
感
染
症
発
生
時
の
支
援
体
制
に
も
活

用
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
事
業
や
地
域
生
活
支
援
事
業
を
充
実
さ

せ
、
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
理
念
に
基
づ

く
障
が
い
の
あ
る
方
の
活
躍
の
場
の
確
保
や

作
品
展
の
開
催
等
の
普
及
啓
発
活
動
に
取
り

組
み
ま
す
。

４
地
域
防
災
力
の
向
上

令
和
元
年
度
よ
り
整
備
を
進
め
て
き
た
防

災
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
が
令
和
３
年
度
に
完

了
し
、
供
用
開
始
し
ま
し
た
。
今
後
と
も
災

害
時
等
に
お
け
る
迅
速
な
情
報
提
供
が
実
践

で
き
る
環
境
整
備
に
努
め
ま
す
。
併
せ
て
、

大
規
模
災
害
に
備
え
、
非
常
食
等
の
備
蓄
品

や
資
機
材
の
充
実
に
取
り
組
み
ま
す
。ま
た
、

老
朽
化
が
進
む
消
防
庁
舎
を
改
築
し
、
各
種

災
害
に
対
応
し
た
十
分
な
訓
練
の
で
き
る
施

設
と
す
る
こ
と
で
、
住
民
の
安
全
・
安
心
を

守
る
消
防
庁
舎
の
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

加
え
て
、
島
袋
地
区
浸
水
地
域
の
更
な
る

被
害
軽
減
に
む
け
、
引
き
続
き
浸
水
対
策
事

業
を
推
進
し
ま
す
。

５
人
に
や
さ
し
い
環
境
づ
く
り

地
域
の
繋
が
り
の
希
薄
化
な
ど
、
社
会

環
境
の
変
化
や
担
い
手
不
足
が
加
速
す
る
と

い
っ
た
課
題
に
加
え
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て

社
会
的
孤
立
が
よ
り
深
刻
化
・
顕
在
化
す
る

な
か
で
、
地
域
に
お
け
る
「
絆
」
や
支
え
合

い
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
国
で
は
新
た

に
「
生
活
困
窮
者
支
援
等
の
た
め
の
地
域
づ

く
り
事
業
」
を
創
設
し
た
こ
と
か
ら
、
本
村

も
社
会
的
弱
者
に
対
す
る
地
域
づ
く
り
に
取

り
組
み
ま
す
。

２
生
涯
学
習
活
動
の
充
実

時
代
の
変
化
に
伴
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
意
識

の
希
薄
化
が
進
む
な
か
、
生
涯
学
習
に
対
す

る
期
待
と
役
割
は
ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て

い
ま
す
。
住
民
ひ
と
り
ひ
と
り
が
「
い
つ
で

も
・
ど
こ
で
も
・
だ
れ
で
も
」
学
ぶ
こ
と
が

で
き
る
生
涯
学
習
活
動
を
推
進
す
る
た
め
、

社
会
情
勢
へ
の
対
応
や
住
民
ニ
ー
ズ
の
把
握

に
努
め
、
生
涯
学
習
推
進
計
画
を
策
定
す
る

こ
と
で
体
系
的
に
取
組
み
つ
つ
、
効
果
的
な

学
習
機
会
の
提
供
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
各

種
団
体
活
動
へ
の
支
援
を
継
続
す
る
だ
け
で

な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
を
明
確
に
し
、
団

体
だ
け
で
な
く
、
地
域
や
学
校
と
共
有
し
な

が
ら
、
課
題
解
決
に
む
け
た
幅
広
い
活
動
が

行
え
る
よ
う
、
各
小
中
学
校
を
中
心
と
し
た

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
を
立
ち
上
げ
、
地

域
教
育
力
の
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。

人
材
育
成
に
お
い
て
、
米
国
ワ
シ
ン
ト
ン

州
立
大
学
と
の
事
業
協
定
を
活
用
し
た
オ
ン

ラ
イ
ン
英
会
話
講
座
を
継
続
し
、
英
語
を
活

用
し
た
交
流
の
促
進
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、

北
中
城
村
・
中
城
村
・
南
城
市
・
東
村
の
４

市
村
で
構
成
す
る
海
外
短
期
留
学
実
行
委
員

会
で
の
事
業
を
継
続
す
る
こ
と
で
、
国
際
性

に
富
ん
だ
人
材
の
育
成
に
取
り
組
み
ま
す
。

「
中
央
公
民
館
」や「
あ
や
か
り
の
杜
」等
の

社
会
教
育
施
設
の
利
用
方
法
を
簡
便
化
・
デ

ジ
タ
ル
化
を
推
進
し
、
村
民
利
用
を
促
進
す

る
と
と
も
に
、
社
会
教
育
主
事
を
配
置
す
る

こ
と
で
、
村
民
に
提
供
す
る
学
習
活
動
を
わ

か
り
や
す
く
周
知
し
、
魅
力
あ
る
講
座
や
イ

ベ
ン
ト
の
提
供
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
老
朽

化
が
進
む
社
会
教
育
施
設
や
地
域
自
治
公
民

館
と
い
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
拠
点
と

な
る
施
設
の
更
新
を
検
討
し
、
安
全
・
安
心

に
活
動
が
行
え
る
よ
う
支
援
を
行
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
で
活
動
が

制
限
さ
れ
て
い
る
社
会
体
育
事
業
に
つ
い
て
、

こ
れ
ま
で
の
経
験
を
活
か
し
つ
つ
、
十
分
な

安
全
対
策
を
施
し
な
が
ら
事
業
実
施
に
努
め

ま
す
。
さ
ら
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
を
活
用

し
た
自
宅
で
の
運
動
や
学
習
支
援
動
画
の
提

供
と
い
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
の
機
会
創
出
に
関
す

る
支
援
や
中
央
公
民
館
で
の
集
中
講
座
、
各

地
域
に
出
向
い
て
の
出
前
講
座
な
ど
、
多
世

代
が
交
流
で
き
る
事
業
の
提
供
を
各
自
治
会

と
連
携
し
、地
域
内
で
の
学
習
や
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
等
の
充
実
に
向
け
取
り
組
み
ま
す
。

３
地
域
文
化
の
振
興
と
継
承

村
内
に
所
在
す
る
旧
跡
や
祭
祀
等
に
つ
い

て
、
こ
れ
ら
の
保
全
継
承
を
図
り
、
村
独
自

の
歴
史
を
踏
ま
え
た
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

む
た
め
、「
歴
史
ま
ち
づ
く
り
計
画
（
歴
史

的
風
致
維
持
向
上
計
画
）」
の
策
定
に
着
手

し
ま
す
。
ま
た
、
戦
時
中
か
ら
日
本
復
帰
ま

で
の
本
村
の
歴
史
的
経
過
（
集
落
復
興
、
村

行
政
の
あ
ゆ
み
、
教
育
、
産
業
等
）
を
明
ら

か
に
す
る
た
め
、
関
係
者
へ
の
聞
き
取
り
調

査
や
関
連
資
料
の
収
集
・
整
理
を
継
続
的
に

進
め
ま
す
。

駐
留
軍
用
地
内
に
お
け
る
文
化
財
に
つ

い
て
、
今
後
返
還
を
控
え
る
地
区
の
跡
地
利

用
の
推
進
と
文
化
財
の
保
護
を
両
立
す
る
た

め
、
域
内
に
お
け
る
埋
蔵
文
化
財
調
査
に
早

期
か
ら
取
り
組
み
ま
す
。

文
化
財
保
存
団
体
等
の
育
成
に
つ
い
て

は
、
伝
統
芸
能
振
興
基
金
を
活
用
し
、
後
継

者
育
成
等
に
取
り
組
む
関
連
団
体
の
活
動
を

支
援
し
ま
す
。

４
平
和
活
動
・
国
際
交
流
の
推
進

本
年
は
、
沖
縄
の
本
土
復
帰
50
年
の
節
目

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
戦
後
、
米
国
統
治
下

に
あ
っ
た
沖
縄
の
姿
や
、
駐
留
軍
用
地
と
し

て
接
収
さ
れ
た
時
代
か
ら
返
還
後
の
跡
地
利

用
に
至
る
ま
で
の
変
遷
を
パ
ネ
ル
展
と
し
て

情
報
発
信
す
る
こ
と
で
、
平
和
の
尊
さ
を
伝

え
ま
す
。
ま
た
、
平
和
思
想
の
啓
発
・
普
及

を
図
る
た
め
、「
平
和
を
守
る
北
中
城
村
民

の
会
」
が
行
う
平
和
図
書
の
贈
呈
や
絵
画
・

作
文
展
の
開
催
、
青
少
年
平
和
学
習
等
の
取

組
み
に
つ
い
て
連
携
・
支
援
し
ま
す
。

ま
た
、本
年
は「
世
界
の
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ

大
会
」
が
開
催
予
定
で
す
。
本
村
は
海
外
移

民
の
多
い
村
と
し
て
知
ら
れ
、
こ
れ
ま
で
も

南
米
３
ヶ
国
か
ら
海
外
子
弟
研
修
生
を
受

け
入
れ
る
こ
と
で
交
流
を
続
け
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
が
心

配
さ
れ
ま
す
が
、
同
大
会
を
通
し
て
、
本
村

出
身
関
係
者
と
の
国
際
交
流
を
図
り
、
ウ
チ

ナ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
拡
大
・
発
展
に
取
り

組
み
ま
す
。

（
前
ペ
ー
ジ
よ
り
←
）
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ゆ
い
ま
ー
る（
相
互
扶
助
）で
築
く

安
全
・
安
心
な
地
域
づ
く
り

超
高
齢
社
会
を
迎
え
た
本
村
の
地
域
福
祉

は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
新
た
な
施
策
の
展
開

が
求
め
ら
れ
ま
す
。新
た
な
時
代
に
対
応
し
、

地
域
社
会
を
基
盤
と
し
た
地
域
福
祉
を
計
画

的
か
つ
総
合
的
に
推
進
す
る
た
め
、
第
５
次

北
中
城
村
地
域
福
祉
計
画
の
策
定
に
取
り
組

み
ま
す
。
同
計
画
で
は
、
今
後
増
加
す
る
と

見
込
ま
れ
る
認
知
症
高
齢
者
や
障
が
い
者
の

権
利
擁
護
支
援
の
要
で
も
あ
る
成
年
後
見
制

度
の
利
用
促
進
を
図
る
た
め
「
第
２
期
北
中

城
村
成
年
後
見
制
度
利
用
促
進
計
画
」
と
一

体
的
に
策
定
し
ま
す
。

１ 

児
童
福
祉
・
子
育
て
支
援
の
充
実

子
育
て
を
取
巻
く
状
況
は
、
少
子
化
・
核

家
族
化
が
進
行
し
、
地
域
と
一
体
と
な
っ
た

子
育
て
支
援
に
取
組
む
こ
と
が
重
要
で
す
。

と
り
わ
け
、
児
童
館
や
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

等
に
よ
る
地
域
の
子
育
て
環
境
の
整
備
を
継

続
し
て
進
め
る
必
要
が
あ
り
、
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
巡
回
支
援
事
業
に
よ
る
村
内
学
童
ク

ラ
ブ
の
資
質
向
上
を
目
的
と
し
た
支
援
を
新

た
に
実
施
し
ま
す
。

子
ど
も
子
育
て
支
援
計
画
に
基
づ
き
、
保

育
ニ
ー
ズ
に
対
す
る
施
設
整
備
を
進
め
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
保
育
士
の
確
保
等
の
課

題
が
顕
在
化
す
る
現
状
に
お
い
て
、
依
然
と

し
て
待
機
児
童
解
消
に
は
大
き
な
課
題
が
あ

り
ま
す
。
引
き
続
き
、
保
育
士
確
保
対
策
事

業
費
補
助
金
等
を
活
用
し
た
宿
舎
借
り
上
げ

や
県
外
保
育
士
誘
致
支
援
に
よ
る
保
育
人
材

の
確
保
に
努
め
、
待
機
児
童
解
消
に
取
り
組

み
ま
す
。

２
高
齢
者
福
祉
の
充
実

高
齢
化
の
進
展
に
よ
る
社
会
保
障
費
の
増

加
や
介
護
人
材
等
の
支
え
手
が
不
足
す
る
な

か
、
介
護
保
険
に
お
け
る
地
域
支
援
事
業
に

よ
り
、
高
齢
者
自
身
が
健
康
で
住
み
慣
れ
た

地
域
で
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
よ
う
、
介
護

予
防
事
業
の
拡
充
、
住
民
同
士
や
地
域
の
支

え
合
い
の
仕
組
み
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
高
齢
者
の
多
様
な
就
業
ニ
ー
ズ
に

応
じ
、
地
域
社
会
の
日
常
生
活
に
密
着
し

た
臨
時
的
か
つ
短
期
的
、
又
は
軽
易
な
就
業

機
会
を
確
保
・
提
供
し
、
併
せ
て
高
齢
者
の

生
き
が
い
の
充
実
、
社
会
参
加
の
促
進
に
よ

る
地
域
社
会
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
、
北
中
城
村
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ

の
支
援
を
行
い
ま
す
。

３
障
害
者（
児
）福
祉
の
充
実

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大

は
、
障
が
い
の
あ
る
方
の
暮
ら
し
に
よ
り
大

き
な
影
響
が
生
じ
て
い
ま
す
。
と
り
わ
け
、

本
人
や
家
族
が
感
染
や
濃
厚
接
触
者
に
な
っ

た
場
合
の
支
援
体
制
が
課
題
で
あ
り
、
親
な

き
後
を
見
据
え
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
の
生

活
を
支
え
る
事
業
で
あ
る
地
域
生
活
支
援
拠

点
等
の
整
備
を
進
め
、
こ
れ
ら
の
事
業
を
活

用
し
感
染
症
発
生
時
の
支
援
体
制
に
も
活

用
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
事
業
や
地
域
生
活
支
援
事
業
を
充
実
さ

せ
、
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
理
念
に
基
づ

く
障
が
い
の
あ
る
方
の
活
躍
の
場
の
確
保
や

作
品
展
の
開
催
等
の
普
及
啓
発
活
動
に
取
り

組
み
ま
す
。

４
地
域
防
災
力
の
向
上

令
和
元
年
度
よ
り
整
備
を
進
め
て
き
た
防

災
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
が
令
和
３
年
度
に
完

了
し
、
供
用
開
始
し
ま
し
た
。
今
後
と
も
災

害
時
等
に
お
け
る
迅
速
な
情
報
提
供
が
実
践

で
き
る
環
境
整
備
に
努
め
ま
す
。
併
せ
て
、

大
規
模
災
害
に
備
え
、
非
常
食
等
の
備
蓄
品

や
資
機
材
の
充
実
に
取
り
組
み
ま
す
。ま
た
、

老
朽
化
が
進
む
消
防
庁
舎
を
改
築
し
、
各
種

災
害
に
対
応
し
た
十
分
な
訓
練
の
で
き
る
施

設
と
す
る
こ
と
で
、
住
民
の
安
全
・
安
心
を

守
る
消
防
庁
舎
の
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

加
え
て
、
島
袋
地
区
浸
水
地
域
の
更
な
る

被
害
軽
減
に
む
け
、
引
き
続
き
浸
水
対
策
事

業
を
推
進
し
ま
す
。

５
人
に
や
さ
し
い
環
境
づ
く
り

地
域
の
繋
が
り
の
希
薄
化
な
ど
、
社
会

環
境
の
変
化
や
担
い
手
不
足
が
加
速
す
る
と

い
っ
た
課
題
に
加
え
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て

社
会
的
孤
立
が
よ
り
深
刻
化
・
顕
在
化
す
る

な
か
で
、
地
域
に
お
け
る
「
絆
」
や
支
え
合

い
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
国
で
は
新
た

に
「
生
活
困
窮
者
支
援
等
の
た
め
の
地
域
づ

く
り
事
業
」
を
創
設
し
た
こ
と
か
ら
、
本
村

も
社
会
的
弱
者
に
対
す
る
地
域
づ
く
り
に
取

り
組
み
ま
す
。

地
域
の
魅
力
を
活
か
し
た
賑
わ
い
あ
る
産
業
づ
く
り

１
観
光
・
商
工
業
の
振
興

北
中
城
村
の
強
み
を
活
か
し
た
観
光
振
興

が
図
れ
る
よ
う
、多
言
語
に
よ
る
観
光
情
報
・

案
内
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
ウ
ェ
ブ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ

と
い
っ
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
情
報
発
信
の

強
化
な
ど
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
感
染
状
況
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
Ｄ
Ｘ
を
推
進
し
ま
す
。
ま

た
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た
国
外
か

ら
の
誘
致
も
念
頭
に
、
観
光
案
内
や
観
光
イ

ベ
ン
ト
で
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
す
る

と
と
も
に
、
情
報
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
の
運

営
並
び
に
観
光
誘
客
を
目
的
と
し
た
デ
ー
タ

の
分
析
を
お
こ
な
い
、
村
内
を
訪
れ
る
観
光

客
の
利
便
性
向
上
に
努
め
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
経

済
的
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た
地
域
経
済
の
活
性

化
を
図
る
手
段
と
し
て
、
近
場
で
過
ご
す
旅

の
ス
タ
イ
ル（
マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
）が
推

奨
さ
れ
て
い
ま
す
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
頼
ら

な
い
新
た
な
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
の
需
要
が
高

ま
る
な
か
、
本
村
で
は
城
（
グ
ス
ク
）
ヨ
ガ

等
の
健
康
コ
ン
テ
ン
ツ
を
新
た
な
ウ
ェ
ル
ネ

ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
再
構
築
し
、
女
性
長

寿
日
本
一
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
活
か
し
た
観
光

誘
客
を
促
進
し
ま
す
。
さ
ら
に
、「
地
域
通

貨
ま
ー
い
」
と
い
う
村
独
自
の
お
金
を
発
行

し
、
地
域
内
消
費
喚
起
及
び
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
化
を
図
り
、
持
続
可
能
な
経
済
循
環
を
実

現
し
ま
す
。

ま
た
、
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
し
お
さ
い
市

場
は
、
昨
年
度
よ
り
指
定
管
理
に
よ
る
民
間

事
業
者
の
活
力
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
た
運

営
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
農
家
と
の
生
産

品
種
や
生
産
量
の
調
整
、
販
路
拡
大
を
更
に

進
め
る
と
と
も
に
、
移
動
販
売
に
よ
る
日
常

食
料
品
等
の
買
い
物
に
係
る
利
便
性
向
上
に

も
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
地
元
農
産

物
の
普
及
促
進
や
特
産
品
等
の
地
域
ブ
ラ
ン

ド
発
信
力
の
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。

２
生
涯
学
習
活
動
の
充
実

時
代
の
変
化
に
伴
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
意
識

の
希
薄
化
が
進
む
な
か
、
生
涯
学
習
に
対
す

る
期
待
と
役
割
は
ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て

い
ま
す
。
住
民
ひ
と
り
ひ
と
り
が
「
い
つ
で

も
・
ど
こ
で
も
・
だ
れ
で
も
」
学
ぶ
こ
と
が

で
き
る
生
涯
学
習
活
動
を
推
進
す
る
た
め
、

社
会
情
勢
へ
の
対
応
や
住
民
ニ
ー
ズ
の
把
握

に
努
め
、
生
涯
学
習
推
進
計
画
を
策
定
す
る

こ
と
で
体
系
的
に
取
組
み
つ
つ
、
効
果
的
な

学
習
機
会
の
提
供
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
各

種
団
体
活
動
へ
の
支
援
を
継
続
す
る
だ
け
で

な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
を
明
確
に
し
、
団

体
だ
け
で
な
く
、
地
域
や
学
校
と
共
有
し
な

が
ら
、
課
題
解
決
に
む
け
た
幅
広
い
活
動
が

行
え
る
よ
う
、
各
小
中
学
校
を
中
心
と
し
た

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
を
立
ち
上
げ
、
地

域
教
育
力
の
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。

人
材
育
成
に
お
い
て
、
米
国
ワ
シ
ン
ト
ン

州
立
大
学
と
の
事
業
協
定
を
活
用
し
た
オ
ン

ラ
イ
ン
英
会
話
講
座
を
継
続
し
、
英
語
を
活

用
し
た
交
流
の
促
進
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、

北
中
城
村
・
中
城
村
・
南
城
市
・
東
村
の
４

市
村
で
構
成
す
る
海
外
短
期
留
学
実
行
委
員

会
で
の
事
業
を
継
続
す
る
こ
と
で
、
国
際
性

に
富
ん
だ
人
材
の
育
成
に
取
り
組
み
ま
す
。

「
中
央
公
民
館
」や「
あ
や
か
り
の
杜
」等
の

社
会
教
育
施
設
の
利
用
方
法
を
簡
便
化
・
デ

ジ
タ
ル
化
を
推
進
し
、
村
民
利
用
を
促
進
す

る
と
と
も
に
、
社
会
教
育
主
事
を
配
置
す
る

こ
と
で
、
村
民
に
提
供
す
る
学
習
活
動
を
わ

か
り
や
す
く
周
知
し
、
魅
力
あ
る
講
座
や
イ

ベ
ン
ト
の
提
供
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
老
朽

化
が
進
む
社
会
教
育
施
設
や
地
域
自
治
公
民

館
と
い
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
拠
点
と

な
る
施
設
の
更
新
を
検
討
し
、
安
全
・
安
心

に
活
動
が
行
え
る
よ
う
支
援
を
行
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
で
活
動
が

制
限
さ
れ
て
い
る
社
会
体
育
事
業
に
つ
い
て
、

こ
れ
ま
で
の
経
験
を
活
か
し
つ
つ
、
十
分
な

安
全
対
策
を
施
し
な
が
ら
事
業
実
施
に
努
め

ま
す
。
さ
ら
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
を
活
用

し
た
自
宅
で
の
運
動
や
学
習
支
援
動
画
の
提

供
と
い
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
の
機
会
創
出
に
関
す

る
支
援
や
中
央
公
民
館
で
の
集
中
講
座
、
各

地
域
に
出
向
い
て
の
出
前
講
座
な
ど
、
多
世

代
が
交
流
で
き
る
事
業
の
提
供
を
各
自
治
会

と
連
携
し
、地
域
内
で
の
学
習
や
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
等
の
充
実
に
向
け
取
り
組
み
ま
す
。

３
地
域
文
化
の
振
興
と
継
承

村
内
に
所
在
す
る
旧
跡
や
祭
祀
等
に
つ
い

て
、
こ
れ
ら
の
保
全
継
承
を
図
り
、
村
独
自

の
歴
史
を
踏
ま
え
た
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

む
た
め
、「
歴
史
ま
ち
づ
く
り
計
画
（
歴
史

的
風
致
維
持
向
上
計
画
）」
の
策
定
に
着
手

し
ま
す
。
ま
た
、
戦
時
中
か
ら
日
本
復
帰
ま

で
の
本
村
の
歴
史
的
経
過
（
集
落
復
興
、
村

行
政
の
あ
ゆ
み
、
教
育
、
産
業
等
）
を
明
ら

か
に
す
る
た
め
、
関
係
者
へ
の
聞
き
取
り
調

査
や
関
連
資
料
の
収
集
・
整
理
を
継
続
的
に

進
め
ま
す
。

駐
留
軍
用
地
内
に
お
け
る
文
化
財
に
つ

い
て
、
今
後
返
還
を
控
え
る
地
区
の
跡
地
利

用
の
推
進
と
文
化
財
の
保
護
を
両
立
す
る
た

め
、
域
内
に
お
け
る
埋
蔵
文
化
財
調
査
に
早

期
か
ら
取
り
組
み
ま
す
。

文
化
財
保
存
団
体
等
の
育
成
に
つ
い
て

は
、
伝
統
芸
能
振
興
基
金
を
活
用
し
、
後
継

者
育
成
等
に
取
り
組
む
関
連
団
体
の
活
動
を

支
援
し
ま
す
。

４
平
和
活
動
・
国
際
交
流
の
推
進

本
年
は
、
沖
縄
の
本
土
復
帰
50
年
の
節
目

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
戦
後
、
米
国
統
治
下

に
あ
っ
た
沖
縄
の
姿
や
、
駐
留
軍
用
地
と
し

て
接
収
さ
れ
た
時
代
か
ら
返
還
後
の
跡
地
利

用
に
至
る
ま
で
の
変
遷
を
パ
ネ
ル
展
と
し
て

情
報
発
信
す
る
こ
と
で
、
平
和
の
尊
さ
を
伝

え
ま
す
。
ま
た
、
平
和
思
想
の
啓
発
・
普
及

を
図
る
た
め
、「
平
和
を
守
る
北
中
城
村
民

の
会
」
が
行
う
平
和
図
書
の
贈
呈
や
絵
画
・

作
文
展
の
開
催
、
青
少
年
平
和
学
習
等
の
取

組
み
に
つ
い
て
連
携
・
支
援
し
ま
す
。

ま
た
、本
年
は「
世
界
の
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ

大
会
」
が
開
催
予
定
で
す
。
本
村
は
海
外
移

民
の
多
い
村
と
し
て
知
ら
れ
、
こ
れ
ま
で
も

南
米
３
ヶ
国
か
ら
海
外
子
弟
研
修
生
を
受

け
入
れ
る
こ
と
で
交
流
を
続
け
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
が
心

配
さ
れ
ま
す
が
、
同
大
会
を
通
し
て
、
本
村

出
身
関
係
者
と
の
国
際
交
流
を
図
り
、
ウ
チ

ナ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
拡
大
・
発
展
に
取
り

組
み
ま
す
。

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
←
）
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� ２
農
業
の
振
興

荻
道
・
大
城
地
区
で
は
、
民
間
活
力
を
活

か
し
て
「
農
を
活
か
し
た
健
康
福
祉
の
里
づ

く
り
」
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
第
一
整
備

事
業
エ
リ
ア
で
は
、
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
施
設

整
備
に
係
る
調
査
及
び
設
計
に
着
手
し
、
第

二
整
備
事
業
エ
リ
ア
で
は
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方

式
に
て
公
募
し
た
企
業
を
地
域
再
生
法
人
に

認
定
し
、
計
画
を
進
め
ま
す
。
将
来
的
な
エ

リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
も
参
加
事
業

者
及
び
地
元
自
治
会
と
協
力
し
取
り
組
む
必

要
が
あ
り
、
本
年
度
も
地
域
活
性
化
推
進
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
と
地
域
お
こ
し
企
業
人
を
配
置

し
、
円
滑
な
事
業
推
進
を
図
り
ま
す
。

安
谷
屋
第
二
地
区
に
お
け
る
灌
漑
施
設

整
備
に
つ
い
て
、
貯
水
施
設
の
用
地
取
得
に

取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
沖
縄
県
が
実
施
す

る
渡
口
地
区
及
び
沖
縄
市
与
儀
地
区
に
係
る

灌
漑
施
設
整
備
計
画
に
つ
い
て
も
村
関
係
者

に
対
す
る
情
報
提
供
を
含
め
協
力
す
る
こ
と

で
、
農
業
の
生
産
基
盤
強
化
に
努
め
ま
す
。

３
水
産
業
の
振
興

小
笠
原
諸
島
の
海
底
火
山
が
原
因
と
さ
れ

る
軽
石
が
、
令
和
３
年
11
月
６
日
に
熱
田
・

美
崎
海
岸
で
も
初
め
て
漂
着
が
確
認
・
報
告

さ
れ
、
村
の
特
産
品
で
あ
る
ア
ー
サ
（
ヒ
ト

エ
グ
サ
）
収
穫
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い

ま
す
。
国
や
県
へ
早
急
な
対
応
を
要
請
し
て

お
り
、
漁
業
組
合
と
連
携
し
て
今
後
の
対
応

を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
同
組
合
で
策
定
・
更

新
さ
れ
る
「
浜
の
活
力
再
生
広
域
プ
ラ
ン
」

に
基
づ
き
、
関
係
施
設
等
へ
の
設
備
投
資
に

つ
い
て
協
力
す
る
と
と
も
に
、
養
殖
環
境
の

向
上
を
目
的
と
し
た
ア
ー
サ
養
殖
場
環
境
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
を
実
施
し
、
生
産
基
盤
の

強
化
と
生
産
性
向
上
を
図
り
ま
す
。

村
民
と
共
に
創
造
す
る
夢
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

１
村
民
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

住
民
参
画
に
よ
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
に
は
、
地
域
と
の
対
話
は
必
要
不

可
欠
で
あ
り
、
地
域
懇
談
会
は
重
要
な
取
組

み
の
ひ
と
つ
で
す
。
し
か
し
、
昨
年
度
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ま
ん
延
に
よ
り
実
施

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
本
年
度
は
、
感
染
状

況
を
見
極
め
つ
つ
、
地
域
懇
談
会
の
開
催
に

向
け
取
り
組
み
ま
す
。

「
村
民
参
加
に
よ
る
手
づ
く
り
の
ま
つ
り
」

を
テ
ー
マ
に
、「
ま
つ
り
」を
通
し
て
村
民
が

集
う
語
ら
い
の
場
を
創
出
し
、
各
種
団
体
の

育
成
や
産
業
振
興
に
繋
げ
る
と
と
も
に
、
本

村
特
有
の
伝
統
芸
能
の
普
及
促
進
に
取
り
組

み
ま
す
。

２
効
率
的
な
行
財
政
運
営

令
和
３
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
役
場
駐

車
場
整
備
を
早
急
に
完
了
さ
せ
、
利
用
者
の

利
便
性
向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
、
職
員
及

び
会
計
年
度
任
用
職
員
の
能
力
・
業
績
に
基

づ
く
人
事
評
価
制
度
を
本
格
的
に
実
施
し
、

人
材
育
成
と
公
務
能
率
向
上
を
図
り
ま
す
。

村
税
に
つ
い
て
、
自
主
財
源
の
確
保
を
す

る
た
め
、
申
告
等
に
よ
る
適
正
課
税
及
び
徴

収
強
化
に
努
め
ま
す
。
加
え
て
、
令
和
５
年

１
月
よ
り
開
始
さ
れ
る
軽
自
動
車
税
納
税
証

明
書
（
種
別
割
）
電
子
化
及
び
令
和
５
年
度

か
ら
共
通
納
税
対
象
税
目
の
納
付
書
へ
全
国

統
一
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
が
印
字
さ
れ
る
こ
と
に
伴

う
シ
ス
テ
ム
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

申
告
業
務
に
お
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
及
び
待
ち
時
間
解
消

の
た
め
の
予
約
制
を
導
入
し
て
お
り
、
本
年

度
も
広
報
等
に
よ
り
周
知
し
ま
す
。

徴
収
業
務
に
お
い
て
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
で
の
納
税
が
開
始
さ
れ
、
納
税
手
段
が
増

え
た
こ
と
に
伴
い
、
期
限
内
納
付
及
び
広
報

等
に
よ
る
自
主
納
税
の
意
識
高
揚
を
図
る
こ

と
で
徴
収
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

本
年
度
の
一
般
会
計
当
初
予
算
に
お
い

て
、
歳
入
面
で
は
地
方
交
付
税
が
令
和
２
年

度
国
勢
調
査
の
結
果
を
受
け
て
増
額
と
な
る

一
方
、
国
の
地
方
財
政
対
策
の
ひ
と
つ
と
し

て
、
臨
時
財
政
対
策
債
の
抑
制
に
よ
り
大
幅

に
減
額
さ
れ
る
見
込
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
る
村
税
の
減
収
が
見
込
ま
れ
、
厳
し

い
財
政
状
況
が
今
後
も
少
な
か
ら
ず
続
く
も

の
と
予
想
さ
れ
ま
す
。歳
出
面
に
お
い
て
も
、

社
会
経
済
情
勢
の
影
響
に
よ
る
扶
助
費
等
の

社
会
保
障
関
係
費
の
増
加
、
特
別
会
計
へ
の

赤
字
補
て
ん
の
た
め
の
繰
出
な
ど
、
避
け
て

は
通
れ
な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
今
後
予
定
す
る
一
般
廃
棄
物
処
理
施

設
整
備
や
沖
縄
県
町
村
土
地
開
発
公
社
に

係
る
健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
交
流
施
設
用
地
の
取

得
に
必
要
な
財
源
を
確
保
す
る
た
め
、
基
金

を
積
み
立
て
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ

う
し
た
財
政
需
要
や
多
様
な
住
民
ニ
ー
ズ
に

対
応
す
べ
く
、
国
・
県
の
予
算
編
成
の
動
向

を
注
視
し
つ
つ
、
可
能
な
限
り
国
や
県
の
補

助
金
、
交
付
金
な
ど
特
定
財
源
の
確
保
に
努

め
ま
す
。
併
せ
て
、
昨
年
度
か
ら
本
年
度
に

か
け
て
委
託
す
る
行
財
政
診
断
結
果
を
参
考

に
、
効
率
的
か
つ
効
果
的
な
機
構
の
見
直
し

を
図
る
な
ど
、
持
続
可
能
な
財
政
運
営
の
構

築
に
向
け
、
中
長
期
的
な
視
点
で
行
財
政
運

営
に
取
り
組
み
ま
す
。

（
前
ペ
ー
ジ
よ
り
←
）

令和４年度 施政方針
国民年金のお知らせ

国
民
年
金
保
険
料
の

産
前
産
後
期
間
の
免
除
制
度

免
除
期
間

出
産
予
定
日
ま
た
は
出
産
日
が
属
す
る
月
の
前
月
か
ら
４
か

月
間
の
国
民
年
金
保
険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
多
胎
妊
娠
の
場
合
は
、
出
産
予
定
日
ま
た
は
出
産
日

が
属
す
る
月
の
３
か
月
前
か
ら
最
大
６
か
月
間
の
国
民
年
金
保

険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

※ 

出
産
と
は
、
妊
娠
85
日（
４
か
月
）以
上
の
出
産
を
い
い
ま
す
。

（
死
産
、
流
産
、
早
産
さ
れ
た
方
を
含
み
ま
す
。）

※ 

産
前
産
後
期
間
の
免
除
制
度
は「
保
険
料
免
除
さ
れ
た
期
間
」も
保
険
料
を

納
付
し
た
も
の
と
し
て
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
額
に
反
映
さ
れ
ま
す
。

対
象
者

「
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
」
で
出
産
日
が
平
成
31
年
２
月

１
日
以
降
の
方

申
請
方
法

出
産
予
定
日
の
６
か
月
前
か
ら
の
届
出
が
で
き
ま
す
。
添
付
書

類
に
つ
い
て
は
、
下
記
一
覧
の
い
ず
れ
か
を
ご
準
備
く
だ
さ
い
。

届
出
時
期

添
付
書
類

出
産
前

必
要

親
子
健
康
手
帳（
母
子
健
康
手
帳
）、
医

療
機
関
が
発
行
し
た
出
産
予
定
日
等
の

証
明
書
、
そ
の
他
出
産
予
定
日
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類

出
産
後

原
則
、
不
要
。

た
だ
し
、
母

子
が
別
世
帯

の
場
合
の
み

添
付
必
要
。

親
子
健
康
手
帳（
母
子
健
康
手
帳
）、

医
療
機
関
が
発
行
し
た
出
産
予
定
日

等
の
証
明
書
、
そ
の
他
出
産
日
お
よ

び
身
分
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

が
で
き
る
書
類
、戸
籍
謄
本（
抄
本
）、

戸
籍
記
載
事
項
証
明
書
、
出
生
届
受

理
証
明
書
、
住
民
票

死
産
、
流
産

な
ど
妊
娠
85

日（
４
か
月
）

以
上
の
分
娩

必
要

死
産
証
明
書
、死
胎
埋
火
葬
許
可
証
、

親
子
健
康
手
帳（
母
子
健
康
手
帳
）、

医
療
機
関
が
発
行
し
た
死
産
等
の
証

明
書
、
そ
の
他
死
産
等
の
日
お
よ
び

身
分
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が

で
き
る
書
類

学
生
の
国
民
年
金《
学
生
納
付
特
例
制
度
》

４
月
か
ら
令
和
４
年
度
の
申
請
が
始
ま
り
ま
す
！

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」は
、
学
生
の
方
が
申
請
に
よ
り
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

過
去
期
間
は
申
請
書
が
受
理
さ
れ
た
月
か
ら
２
年
１
カ
月
前
ま
で
申
請
で
き
ま
す
。

対
象
に
な
る
方

・ 

大
学（
大
学
院
）、短
期
大
学
、高
等
学
校
、専
門
学
校
、

各
種
学
校（
学
校
教
育
法
に
規
定
さ
れ
て
い
る
修
業

年
限
が
１
年
以
上
の
課
程
）に
在
籍
す
る
学
生
等
。

・ 

学
生
本
人
の
前
年
所
得
が
一
定
基
準
額
以
下

（
１
２
８
万
円
＋
扶
養
親
族
の
数
×
38
万
円
）で
あ
る
。

※ 

こ
れ
か
ら
20
歳
に
な
る
方
は
、
誕
生
日
前
日
以
降
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

《
必
要
書
類
》

・
学
生
証
ま
た
は
在
学
証
明
書

・
来
庁
者
の
身
分
証
明
書 

・
年
金
手
帳

※ 

前
年
所
得
が
高
く
、
失
業
等
理
由
に
よ
り
申
請
を
行
う
場
合

は
、
失
業
し
た
事
実
が
確
認
で
き
る
書
類
が
必
要
で
す
。

※
代
理
の
方
が
申
請
す
る
場
合
委
任
状
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

『
納
付
』 『
学
生
納
付
特
例
』 『
未
納
』の
違
い

老
齢
基
礎
年
金

障
害
基
礎
年
金
※

遺
族
基
礎
年
金

受
給
資
格
期

間
へ
の
算
入

年
金
額
へ
の

反
映

受
給
資
格
期
間

へ
の
算
入

納付

〇

〇

〇

学生納付
特例

〇

×

〇

未納

×

×

×

※ 

障
害
基
礎
年
金
お
よ
び
遺
族
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
た
め
に

は
一
定
の
要
件
が
あ
り
ま
す
。

学
生
納
付
特
例
の
承
認
を
受
け
た
期
間
が
あ

る
と
、
保
険
料
を
全
額
納
付
し
た
と
き
に
比
べ
、

将
来
受
け
取
る
老
齢
基
礎
年
金
額
が
少
な
く
な

り
ま
す
。

承
認
を
受
け
た
期
間
の
保
険
料
は
、
10
年
以

内
で
あ
れ
ば
、
あ
と
か
ら
納
め
る
（
追
納
）
が
で

き
ま
す
。

た
だ
し
、
承
認
を
受
け
た
期
間
の
翌
年
度
か

ら
起
算
し
て
、
３
年
度
目
以
降
に
追
納
す
る
場

合
、
承
認
当
時
の
保
険
料
に
経
過
期
間
に
応
じ

た
加
算
額
が
プ
ラ
ス
さ
れ
ま
す
。

〜
郵
便
ハ
ガ
キ
に
よ
る
申
請
〜

令
和
３
年
度
に
承
認
さ
れ
た
方
に
対

し
、
令
和
４
年
度
は
日
本
年
金
機
構
よ
り

学
校
名
等
が
記
載
さ
れ
た
ハ
ガ
キ
が
届
く

場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
場
合
、
ハ
ガ
キ

に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
投
函
す
る
こ
と

に
よ
り
、
学
生
納
付
特
例
の
申
請
が
完
了

す
る
の
で
、
役
場
で
申
請
し
て
い
た
だ
く

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

学
校
が
変
わ
っ
た
方
、
ハ
ガ
キ
が
届
か

な
い
方
は
、
役
場
で
の
申
請
を
お
願
い
し

ま
す
。

【問い合わせ】村役場 住民生活課 住民年金係　☎935-2242（内線133）　　コザ年金事務所　☎933-2267（代表）

【問い合わせ】村役場 住民生活課 住民年金係　☎935-2242（内線133）　　コザ年金事務所　☎933-2267（代表）
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� ２
農
業
の
振
興

荻
道
・
大
城
地
区
で
は
、
民
間
活
力
を
活

か
し
て
「
農
を
活
か
し
た
健
康
福
祉
の
里
づ

く
り
」
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
第
一
整
備

事
業
エ
リ
ア
で
は
、
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
施
設

整
備
に
係
る
調
査
及
び
設
計
に
着
手
し
、
第

二
整
備
事
業
エ
リ
ア
で
は
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方

式
に
て
公
募
し
た
企
業
を
地
域
再
生
法
人
に

認
定
し
、
計
画
を
進
め
ま
す
。
将
来
的
な
エ

リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
も
参
加
事
業

者
及
び
地
元
自
治
会
と
協
力
し
取
り
組
む
必

要
が
あ
り
、
本
年
度
も
地
域
活
性
化
推
進
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
と
地
域
お
こ
し
企
業
人
を
配
置

し
、
円
滑
な
事
業
推
進
を
図
り
ま
す
。

安
谷
屋
第
二
地
区
に
お
け
る
灌
漑
施
設

整
備
に
つ
い
て
、
貯
水
施
設
の
用
地
取
得
に

取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
沖
縄
県
が
実
施
す

る
渡
口
地
区
及
び
沖
縄
市
与
儀
地
区
に
係
る

灌
漑
施
設
整
備
計
画
に
つ
い
て
も
村
関
係
者

に
対
す
る
情
報
提
供
を
含
め
協
力
す
る
こ
と

で
、
農
業
の
生
産
基
盤
強
化
に
努
め
ま
す
。

３
水
産
業
の
振
興

小
笠
原
諸
島
の
海
底
火
山
が
原
因
と
さ
れ

る
軽
石
が
、
令
和
３
年
11
月
６
日
に
熱
田
・

美
崎
海
岸
で
も
初
め
て
漂
着
が
確
認
・
報
告

さ
れ
、
村
の
特
産
品
で
あ
る
ア
ー
サ
（
ヒ
ト

エ
グ
サ
）
収
穫
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い

ま
す
。
国
や
県
へ
早
急
な
対
応
を
要
請
し
て

お
り
、
漁
業
組
合
と
連
携
し
て
今
後
の
対
応

を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
同
組
合
で
策
定
・
更

新
さ
れ
る
「
浜
の
活
力
再
生
広
域
プ
ラ
ン
」

に
基
づ
き
、
関
係
施
設
等
へ
の
設
備
投
資
に

つ
い
て
協
力
す
る
と
と
も
に
、
養
殖
環
境
の

向
上
を
目
的
と
し
た
ア
ー
サ
養
殖
場
環
境
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
を
実
施
し
、
生
産
基
盤
の

強
化
と
生
産
性
向
上
を
図
り
ま
す
。

村
民
と
共
に
創
造
す
る
夢
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

１
村
民
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

住
民
参
画
に
よ
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
に
は
、
地
域
と
の
対
話
は
必
要
不

可
欠
で
あ
り
、
地
域
懇
談
会
は
重
要
な
取
組

み
の
ひ
と
つ
で
す
。
し
か
し
、
昨
年
度
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ま
ん
延
に
よ
り
実
施

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
本
年
度
は
、
感
染
状

況
を
見
極
め
つ
つ
、
地
域
懇
談
会
の
開
催
に

向
け
取
り
組
み
ま
す
。

「
村
民
参
加
に
よ
る
手
づ
く
り
の
ま
つ
り
」

を
テ
ー
マ
に
、「
ま
つ
り
」を
通
し
て
村
民
が

集
う
語
ら
い
の
場
を
創
出
し
、
各
種
団
体
の

育
成
や
産
業
振
興
に
繋
げ
る
と
と
も
に
、
本

村
特
有
の
伝
統
芸
能
の
普
及
促
進
に
取
り
組

み
ま
す
。

２
効
率
的
な
行
財
政
運
営

令
和
３
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
役
場
駐

車
場
整
備
を
早
急
に
完
了
さ
せ
、
利
用
者
の

利
便
性
向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
、
職
員
及

び
会
計
年
度
任
用
職
員
の
能
力
・
業
績
に
基

づ
く
人
事
評
価
制
度
を
本
格
的
に
実
施
し
、

人
材
育
成
と
公
務
能
率
向
上
を
図
り
ま
す
。

村
税
に
つ
い
て
、
自
主
財
源
の
確
保
を
す

る
た
め
、
申
告
等
に
よ
る
適
正
課
税
及
び
徴

収
強
化
に
努
め
ま
す
。
加
え
て
、
令
和
５
年

１
月
よ
り
開
始
さ
れ
る
軽
自
動
車
税
納
税
証

明
書
（
種
別
割
）
電
子
化
及
び
令
和
５
年
度

か
ら
共
通
納
税
対
象
税
目
の
納
付
書
へ
全
国

統
一
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
が
印
字
さ
れ
る
こ
と
に
伴

う
シ
ス
テ
ム
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

申
告
業
務
に
お
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
及
び
待
ち
時
間
解
消

の
た
め
の
予
約
制
を
導
入
し
て
お
り
、
本
年

度
も
広
報
等
に
よ
り
周
知
し
ま
す
。

徴
収
業
務
に
お
い
て
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
で
の
納
税
が
開
始
さ
れ
、
納
税
手
段
が
増

え
た
こ
と
に
伴
い
、
期
限
内
納
付
及
び
広
報

等
に
よ
る
自
主
納
税
の
意
識
高
揚
を
図
る
こ

と
で
徴
収
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

本
年
度
の
一
般
会
計
当
初
予
算
に
お
い

て
、
歳
入
面
で
は
地
方
交
付
税
が
令
和
２
年

度
国
勢
調
査
の
結
果
を
受
け
て
増
額
と
な
る

一
方
、
国
の
地
方
財
政
対
策
の
ひ
と
つ
と
し

て
、
臨
時
財
政
対
策
債
の
抑
制
に
よ
り
大
幅

に
減
額
さ
れ
る
見
込
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
る
村
税
の
減
収
が
見
込
ま
れ
、
厳
し

い
財
政
状
況
が
今
後
も
少
な
か
ら
ず
続
く
も

の
と
予
想
さ
れ
ま
す
。歳
出
面
に
お
い
て
も
、

社
会
経
済
情
勢
の
影
響
に
よ
る
扶
助
費
等
の

社
会
保
障
関
係
費
の
増
加
、
特
別
会
計
へ
の

赤
字
補
て
ん
の
た
め
の
繰
出
な
ど
、
避
け
て

は
通
れ
な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
今
後
予
定
す
る
一
般
廃
棄
物
処
理
施

設
整
備
や
沖
縄
県
町
村
土
地
開
発
公
社
に

係
る
健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
交
流
施
設
用
地
の
取

得
に
必
要
な
財
源
を
確
保
す
る
た
め
、
基
金

を
積
み
立
て
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ

う
し
た
財
政
需
要
や
多
様
な
住
民
ニ
ー
ズ
に

対
応
す
べ
く
、
国
・
県
の
予
算
編
成
の
動
向

を
注
視
し
つ
つ
、
可
能
な
限
り
国
や
県
の
補

助
金
、
交
付
金
な
ど
特
定
財
源
の
確
保
に
努

め
ま
す
。
併
せ
て
、
昨
年
度
か
ら
本
年
度
に

か
け
て
委
託
す
る
行
財
政
診
断
結
果
を
参
考

に
、
効
率
的
か
つ
効
果
的
な
機
構
の
見
直
し

を
図
る
な
ど
、
持
続
可
能
な
財
政
運
営
の
構

築
に
向
け
、
中
長
期
的
な
視
点
で
行
財
政
運

営
に
取
り
組
み
ま
す
。

（
前
ペ
ー
ジ
よ
り
←
）

令和４年度 施政方針
国民年金のお知らせ

国
民
年
金
保
険
料
の

産
前
産
後
期
間
の
免
除
制
度

免
除
期
間

出
産
予
定
日
ま
た
は
出
産
日
が
属
す
る
月
の
前
月
か
ら
４
か

月
間
の
国
民
年
金
保
険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
多
胎
妊
娠
の
場
合
は
、
出
産
予
定
日
ま
た
は
出
産
日

が
属
す
る
月
の
３
か
月
前
か
ら
最
大
６
か
月
間
の
国
民
年
金
保

険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

※ 

出
産
と
は
、
妊
娠
85
日（
４
か
月
）以
上
の
出
産
を
い
い
ま
す
。

（
死
産
、
流
産
、
早
産
さ
れ
た
方
を
含
み
ま
す
。）

※ 

産
前
産
後
期
間
の
免
除
制
度
は「
保
険
料
免
除
さ
れ
た
期
間
」も
保
険
料
を

納
付
し
た
も
の
と
し
て
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
額
に
反
映
さ
れ
ま
す
。

対
象
者

「
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
」
で
出
産
日
が
平
成
31
年
２
月

１
日
以
降
の
方

申
請
方
法

出
産
予
定
日
の
６
か
月
前
か
ら
の
届
出
が
で
き
ま
す
。
添
付
書

類
に
つ
い
て
は
、
下
記
一
覧
の
い
ず
れ
か
を
ご
準
備
く
だ
さ
い
。

届
出
時
期

添
付
書
類

出
産
前

必
要

親
子
健
康
手
帳（
母
子
健
康
手
帳
）、
医

療
機
関
が
発
行
し
た
出
産
予
定
日
等
の

証
明
書
、
そ
の
他
出
産
予
定
日
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類

出
産
後

原
則
、
不
要
。

た
だ
し
、
母

子
が
別
世
帯

の
場
合
の
み

添
付
必
要
。

親
子
健
康
手
帳（
母
子
健
康
手
帳
）、

医
療
機
関
が
発
行
し
た
出
産
予
定
日

等
の
証
明
書
、
そ
の
他
出
産
日
お
よ

び
身
分
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

が
で
き
る
書
類
、戸
籍
謄
本（
抄
本
）、

戸
籍
記
載
事
項
証
明
書
、
出
生
届
受

理
証
明
書
、
住
民
票

死
産
、
流
産

な
ど
妊
娠
85

日（
４
か
月
）

以
上
の
分
娩

必
要

死
産
証
明
書
、死
胎
埋
火
葬
許
可
証
、

親
子
健
康
手
帳（
母
子
健
康
手
帳
）、

医
療
機
関
が
発
行
し
た
死
産
等
の
証

明
書
、
そ
の
他
死
産
等
の
日
お
よ
び

身
分
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が

で
き
る
書
類

学
生
の
国
民
年
金《
学
生
納
付
特
例
制
度
》

４
月
か
ら
令
和
４
年
度
の
申
請
が
始
ま
り
ま
す
！

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」は
、
学
生
の
方
が
申
請
に
よ
り
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

過
去
期
間
は
申
請
書
が
受
理
さ
れ
た
月
か
ら
２
年
１
カ
月
前
ま
で
申
請
で
き
ま
す
。

対
象
に
な
る
方

・ 

大
学（
大
学
院
）、短
期
大
学
、高
等
学
校
、専
門
学
校
、

各
種
学
校（
学
校
教
育
法
に
規
定
さ
れ
て
い
る
修
業

年
限
が
１
年
以
上
の
課
程
）に
在
籍
す
る
学
生
等
。

・ 

学
生
本
人
の
前
年
所
得
が
一
定
基
準
額
以
下

（
１
２
８
万
円
＋
扶
養
親
族
の
数
×
38
万
円
）で
あ
る
。

※ 

こ
れ
か
ら
20
歳
に
な
る
方
は
、
誕
生
日
前
日
以
降
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

《
必
要
書
類
》

・
学
生
証
ま
た
は
在
学
証
明
書

・
来
庁
者
の
身
分
証
明
書 

・
年
金
手
帳

※ 

前
年
所
得
が
高
く
、
失
業
等
理
由
に
よ
り
申
請
を
行
う
場
合

は
、
失
業
し
た
事
実
が
確
認
で
き
る
書
類
が
必
要
で
す
。

※
代
理
の
方
が
申
請
す
る
場
合
委
任
状
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

『
納
付
』 『
学
生
納
付
特
例
』 『
未
納
』の
違
い

老
齢
基
礎
年
金

障
害
基
礎
年
金
※

遺
族
基
礎
年
金

受
給
資
格
期

間
へ
の
算
入

年
金
額
へ
の

反
映

受
給
資
格
期
間

へ
の
算
入

納付

〇

〇

〇

学生納付
特例

〇

×

〇

未納

×

×

×

※ 

障
害
基
礎
年
金
お
よ
び
遺
族
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
た
め
に

は
一
定
の
要
件
が
あ
り
ま
す
。

学
生
納
付
特
例
の
承
認
を
受
け
た
期
間
が
あ

る
と
、
保
険
料
を
全
額
納
付
し
た
と
き
に
比
べ
、

将
来
受
け
取
る
老
齢
基
礎
年
金
額
が
少
な
く
な

り
ま
す
。

承
認
を
受
け
た
期
間
の
保
険
料
は
、
10
年
以

内
で
あ
れ
ば
、
あ
と
か
ら
納
め
る
（
追
納
）
が
で

き
ま
す
。

た
だ
し
、
承
認
を
受
け
た
期
間
の
翌
年
度
か

ら
起
算
し
て
、
３
年
度
目
以
降
に
追
納
す
る
場

合
、
承
認
当
時
の
保
険
料
に
経
過
期
間
に
応
じ

た
加
算
額
が
プ
ラ
ス
さ
れ
ま
す
。

〜
郵
便
ハ
ガ
キ
に
よ
る
申
請
〜

令
和
３
年
度
に
承
認
さ
れ
た
方
に
対

し
、
令
和
４
年
度
は
日
本
年
金
機
構
よ
り

学
校
名
等
が
記
載
さ
れ
た
ハ
ガ
キ
が
届
く

場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
場
合
、
ハ
ガ
キ

に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
投
函
す
る
こ
と

に
よ
り
、
学
生
納
付
特
例
の
申
請
が
完
了

す
る
の
で
、
役
場
で
申
請
し
て
い
た
だ
く

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

学
校
が
変
わ
っ
た
方
、
ハ
ガ
キ
が
届
か

な
い
方
は
、
役
場
で
の
申
請
を
お
願
い
し

ま
す
。

【問い合わせ】村役場 住民生活課 住民年金係　☎935-2242（内線133）　　コザ年金事務所　☎933-2267（代表）

【問い合わせ】村役場 住民生活課 住民年金係　☎935-2242（内線133）　　コザ年金事務所　☎933-2267（代表）
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  22 沖縄人権擁護委員協議会優良賞を受賞

北中城中学校３年生の比嘉藍さんが第40回全国中学生人
権作文コンテスト沖縄県大会で、見事、沖縄人権擁護委員協
議会優良賞に輝きました。北中城中学校の校長室にて村の
人権擁護委員の山下委員と安里委員が表彰状の授与を行い
ました。
受賞した比嘉さんは、「自分で考えて書いた作文が賞をも

らえて嬉しく思います。人権についてこの機会に多くの皆さ
んに知ってもらいたいです」と感想を述べました。また、人権
擁護委員の山下委員からも「人権作文に参加してくださっ
てありがとうございます。北中城中学校から選出した作品が
受賞したことをとても嬉しく思います」とお話しがありました。

 2
  28 (株)セゾン沖縄より寄付がありました

株式会社セゾン沖縄（上原文浩 代表取締役社長）は、北中
城村へ30万円、上原さん個人からとして20万円を寄付しま
した。上原さんは「企業の社会貢献として、村が必要とする
事業へ活用してください」と述べました。
この寄付金は、村の事業へ活用させていただきます。

 2
  18 葛巻町とオンラインで交流、友情を育む

北中城中学校の生徒会と姉妹町の岩手県葛巻町の葛巻中
学校、江刈中学校、小屋瀬中学校の3校の中学生がオンライ
ンで交流を行いました。葛巻町との中学生の交流は、平成2
年から始まり、夏に葛巻町の中学生が本村へ、冬には、本村
の中学生が葛巻町へ訪問していましたが、令和元年に葛巻
町が本村を訪れて以来、新型コロナウイルス感染症の影響
で中断を余儀なくされています。
今回、オンラインでの交流会が実現し、各校の生徒たち

が互いの地域や学校の様子を動画やスライドで紹介しまし
た。葛巻の生徒が伝統文化の神楽の踊りや衣装を紹介した
ほか、窓の外の雪が降っている光景を画面に映すと、本村の
生徒たちは自分たちの文化や気候など地域の違いに驚かさ
れていました。
最初は緊張気味だった生徒たちも終盤には打ち解けた様

子で、いつか会える日を願い、画面の向こうの友人たちと笑
顔で交流会を終えました。
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 2
  16

石平の桜小路を
ストリートビューで楽しんで！

石平家人衆会と村観光協会は、石平の桜小路を多くの人
に知ってもらい、楽しんでもらおうとGoogleマップへ360
度全天球のパノラマ写真を公開しました。
例年2月ごろに開催される石平の桜小路まつりも新型コ

ロナウイルス感染症の影響で2年連続の中止。楚南兼二会長
は「マップを活用してそれぞれのタイミングでバーチャル花
見を楽しんで、いつかコロナが落ち着いたら石平の桜を見に

来てほしい」と呼びか
けています。
桜小路のストリー

トビューの様子は、北
中城村観光ポータル
サイト「きたポ」から
ご覧いただけます。

 2
  25 新１年生へマスク寄贈

村内のプリントショップGrowth（代表 喜納宏史）がオリ
ジナルデザインのマスクを村内小中学校の新1年生へ寄贈
しました。
喜納さんはマスクを製作、販売し、1枚購入されるごとに1

枚のマスクを学校へ寄贈するプロジェクトを企画し、村観光
協会も協力。多くの方々の協力もあり、409枚のマスクを徳
村教育長へ手渡しました。徳村教育長は「地域の大人たちが
子どもたちのことを考えて動いてくれた素晴らしい取り組
み。学校、子どもたちへ皆さんの思いを届けます」と感謝を
述べました。

 2
  3

あやかりの杜で「村
むら

のゆいまーる作品展」
開催しました！

2月3日から13日まで、あやかりの杜にて村身体障害者協
会と村地域活動支援センターあざみの初の合同作品展「村

むら

のゆいまーる作品展」を開催しました。
新型コロナの影響もあり、 関係者のみで行われたオープニ

ングセレモニーでは、 村身体障害者協会の仲田会長はじめ
参加者は「コロナ禍だが無事開催できてよかった」と喜びを分
かち合っていました。村長からは「すばらしい作品です。今
後も作品展を継続して開催してほしい」との挨拶がありました。

 2
  25

横浜DeNAベイスターズより
寄付金およびボール寄贈

横浜DeNAベイスターズ選手会から10万円が北中城村へ
寄付されました。また、株式会社横浜DeNAベイスターズか
ら村内の少年野球チーム、中学校へ野球ボール、ソフトボー
ルも贈呈されました。比嘉村長は「毎年ベイスターズのキャ
ンプを楽しみにしています。日本一を目指し頑張ってくだ
さい」と述べました。

み ん な の 広 場

9 2022. 4月号



村税納期カレンダー令 和 4 年 度

 県では、精神または身体の重度障害のため、常時特別の介護を必要としている方の負担を軽減するため、在宅の重度障害児（者）
に対して、障害児福祉手当・特別障害者手当を支給しております。

払い忘れや延滞金リスクを避けるためにも、口座振替で確実
に納期内納付しましょう。
口座振替の申し込みは簡単!次の3ステップだけで完了します。

申込書に
必要事項を記入

＊ 対象金融機関：沖縄銀行、沖縄海邦銀行、沖縄県農協、
コザ信用金庫、琉球銀行、ゆうちょ銀行

通帳届出印を
押印

金融機関へ
提出

【問い合わせ】村役場 税務課 徴税係　☎935-2243（内線127）

障害児福祉手当・特別障害者手当制度について

支
給
対
象
者

障害児福祉手当
精神または身体に重度の障害があるため、日常生活において常時の介護を必要とする20歳未満の在宅
の重度障害児で、福祉事務所長の認定を受けた方。なお、以下の場合は対象とはなりません。
❶施設に入所（通所を除く）している場合。　❷政令で定める公的年金を受給している場合。

特別障害者手当
精神または身体に著しい重度の障害があるため、日常生活において常時特別の介護を必要とする20
歳以上の在宅の障害者で、福祉事務所長の認定を受けた方。なお、以下の場合は対象とはなりません。
❶施設に入所（通所を除く）している場合。　❷病院又は診療所に3ヶ月以上継続入院している場合。

支給
制限

手当を請求する方の前年の所得が一定金額以上ある場合、または同居している配偶者及び扶養義務者の前年の所得が一定
金額以上ある場合には、手当の支給が制限されます。

手
当
額

障害児福祉手当 月額　14,850円（令和4年4月現在）

特別障害者手当 月額　27,300円（令和4年4月現在）

支給 毎年2月、5月、8月、11月の4回に分けて、その前月分までの3ヶ月分を、届け出た金融機関の口座に振り込みます。

申
請
手
続

認定請求書に、住民票謄本の写し、認定診断書、所得状況届、所得証明書などの必要書類を添えて、お住まいの町村役場の
障害者福祉の窓口へ提出してください。なお、認定請求書などは役場又は中部福祉事務所地域福祉班にあります。
申請に関することなど、ご不明な点は町村役場の障害者福祉の窓口又は、中部福祉事務所までお問い合わせください。
【問い合わせ】村役場 福祉課社会福祉係　☎935-2263 ／ 沖縄県中部福祉事務所地域福祉班　☎989-6603

固定資産税 村県民税 軽自動車税 納期限
4月 1期 5月2日（月）

※
口
座
振
替
日
は
納
期
限
と
同
日
で
す

5月 全期 5月31日（火）
6月 1期 6月30日（木）
7月 2期 8月1日（月）
8月 2期 8月31日（水）
9月 ―
10月 3期 10月31日（月）
11月 ―
12月 3期 12月26日（月）
1月 4期 1月31日（火）
2月 4期 2月28日（火）
3月 ―
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就学援助制度（要保護・準要保護）のお知らせ
村教育委員会では、経済的な理由で学校給食費・修学旅

行費・学用品費等などの支払いにお困りの方に対して、そ
の一部を援助する制度を実施しています。
■対象となる世帯
○生活保護を受給している世帯
○最近、生活保護の停止または廃止を受けた世帯
○市町村民税が非課税である世帯
○児童扶養手当を受給している世帯
○世帯の収入が、基準額未満の世帯

■ 援助内容
学用品・校外活動費・新入学用品費・学校給食費・修学旅
行費・医療費

※ 詳しい金額については村ホームページに掲載しており
ますので、ご覧ください。

■ 申請方法
教育総務課（北中城村役場第一庁舎3階）から申請書を受
け取り、必要な書類をそろえて学校または教育総務課へ
提出してください。申請書は村ホームページよりダウン
ロードも可能です。
■ 申込期限
新規申請:5月31日（火）
※ 5月31日までに申請し認定されると4月に遡り認定となり
ます。申込期限以降の申請は追加申請となり、受付した
月からの対象となりますので早めの提出をお願いします。

【問い合わせ】村教育委員会 生涯学習課 文化振興係　☎935-2250（内線332）

【問い合わせ】村教育委員会 教育総務課　☎935-3773

2月16日、沖縄県立博物館・美術館にて、
沖縄県立芸術大学および大学院の卒業・修了
作品展表彰式が開催され、北中城村長賞と
北中城村文化協会賞の代理授与が行なわれま
した。この作品展は、同大学の学部及び大学
院生の卒業・修了制作の成果（絵画・染織・彫
刻・論文など）を一堂に展示するもので、今
年度で33回を数えます。北中城村長賞には大
学院造形芸術研究科の上江洲仁美さんの作品
「windy」（絵画）が、北中城村文化協会賞には
美術工芸学部美術学科の野田達也さんの作品
「和牛」（テラコッタ）が選ばれました。おふた
りには表彰状のほか、副賞として村在住陶芸
家の国吉安子さんと伊達政仁さん制作の陶器
がそれぞれ贈呈されました。

村長賞を授賞した上江洲仁美さん（向かって右から3人目）と、文化協会賞を受賞した
野田竜也さん（同5人目）

村長賞受賞作品 文化協会賞受賞作品

県立芸術大学卒業・修了作品展

北中城村の皆様
一緒にコロナ禍を
乗り越えましょう

電話番号（代表）

☎098-932-1110
患者さま専用ダイヤル（年中無休・24時間）

☎098-923-1091

〒901-2393
中頭郡北中城村字比嘉801番地
［HP］http://www.cyutoku.or.jp

医 療 法 人
徳 洲 会

11 2022. 4月号



令和4年度 集団健診・個別健診・婦人科(子宮頸がん・  乳がん)検診・人間ドック等のご案内

対象者   ・本村に住所を有する40歳～74歳の方
・職場等でドックを受ける機会がない方

助成額   15,000円
（国保加入者の方はさらに7,271円が助成されます）

申し込み方法

① 下記の指定医療機関へ直接電話予約する。
《予約受付期間》
令和4年4月11日(月) ～ 令和4年12月28日(水)
※期間内に予約しなかった場合、ドックは受けられません。
② 予約日に「持参する物（※下記参照）」を持ち、医療機関にて
受診する。
《受診期間》
令和4年5月1日(日) ～ 令和5年3月31日(金)
持参する物

・各種健診の案内ハガキ(北中城村ドック検診承認証)
・がん検診受診券
・保険証
・特定健康診査受診券
・ドック料金

対象者   ・本村に住所を有する75歳以上の方
・職場等でドックを受ける機会がない方

助成額   15,000円
（長寿健診受診券をお持ちの方はさらに、7,271円
が助成されます）

申し込み方法

① 村役場および指定医療機関へ電話予約する。
《“村役場”予約受付期間》
令和4年4月11日(月) ～ 令和5年3月31日(金）
《“医療機関”予約受付期間》
令和4年4月11日(月) ～ 令和4年12月28日(水）
※期間内に予約しなかった場合、ドックは受けられません。
② 村役場にて“ドック承認証”と“がん検診受診券”を引き換える
《承認証引き換え期間》
令和4年4月19日(火) ～ 令和5年3月31日(金)
申し込み時に持参する物
・がん検診受診券
・保険証
・印鑑
③ 予約日に「受診時に持参する物（※下記参照）」を持ち、医療
機関にて受診する。
《受診期間》
令和4年5月1日(日) ～ 令和5年3月31日(金)
受診時に持参する物
・保険証　・長寿健診受診券　・北中城村ドック検診承認証
・ドック料金
【ドック承認証の申し込み・引き換え窓口】
北中城村役場　第2庁舎2階　健康保険課 健康対策係
☎935-2267(内線267・268)

【問い合わせ】村役場 健康保険課 健康対策係　　☎935-2267（内線267・268・269・270・271）

40～74歳の受診方法はコチラ

国保は保険証と一体型

忘れた場合は引き換えできません！
必ずお持ちください。

指定医療機関

人間ドック

医療機関名 所在地 電話番号
料金（円）

基本料金 胃カメラ

1 中部協同病院 沖縄市 938-6160 29,000 無料

2 愛聖クリニック 沖縄市 939-5114 30,800 無料

3 仲宗根クリニック 沖縄市 933-8000 29,700 3,300

4 翔南病院 沖縄市 930-3020 30,580 4,400

5 ハートライフ病院 中城村 0120-123-026 30,800 6,050

6 沖縄県健康づくり財団 南風原町 889-6792 30,800 6,600

7 中部地区医師会検診センター 北谷町 936-8290 31,350 6,050

8 中部徳洲会病院 北中城村 932-7555 33,000 6,050

9 ちばなクリニック 沖縄市 939-5477 33,000 6,050

10 大浜第一病院 那覇市 866-5182 36,300 6,600

脳ドック

医療機関名 所在地 電話番号 料金（円）

1 沖縄県健康づくり財団 南風原町 889-6792 29,700

2 中部協同病院 沖縄市 938-6160 30,000

3 中部徳洲会病院 北中城村 932-7555 33,000

4 ちばなクリニック 沖縄市 939-5477 33,102

5 ハートライフ病院 中城村 0120-123-026 38,500
※ペースメーカー装着者は脳ドックを受けられません。
※ 次の方は脳ドックを予約する際に必ず医療機関に相談してください。（手
術等で金属が体内外にある方、心臓病・不整脈など発作が起こる病気を
お持ちの方、閉所恐怖症の方、歯インプラント・ブリッジ(マグネットタイプ)
装着者、刺青のある方、妊娠中またはその可能性のある方、体動の強い方）

※ 人間ドックの料金は基本の料金です。医療機関によっては胃カメラ等にオ
プション料金が発生します。

※ 医療機関ごとの詳細な検査項目等については、村役場窓口にてお問い合
わせいただくか、村ホームページをご参照ください。

①～④の中からご希望の受診方法を
選んでご受診ください！！

75歳以上の受診方法はコチラ

③人間ドック　④脳ドック
助成を受けられるのは人間ドック・脳ドックのどちらか一方になります。
両方受けた場合、どちらかは全額自己負担となります。

40歳～74歳までの方と、75歳以上の方ではお手続き
方法が異なります！詳しくは以下をご参照ください。

注 意 事 項
〈
注
意
〉
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令和4年度 集団健診・個別健診・婦人科(子宮頸がん・  乳がん)検診・人間ドック等のご案内
①集団健診・婦人科検診(集団)
下記の日程で行いますので、各公民館までお越しください。
＊集団健診は予約制となっています。
［日程］

実施日 場　所 午　前 午　後
5/12（木） 中央公民館 集団健診 －
6/6（月） 中央公民館 集団健診 －
7/6（水） 中央公民館 集団健診 －
7/31（日） 中央公民館 集団健診 －
8/19（金） 中央公民館 集団健診 婦人科検診
9/9（金） 中央公民館 集団健診 －
10/6（木） 中央公民館 集団健診 婦人科検診
10/28（金） 中央公民館 ― ナイト健診
11/19（土） 中央公民館 集団健診 ―
12/16（金） 中央公民館 集団健診 婦人科検診
1/21（土） 中央公民館 集団健診 －
2/5（日） 中央公民館 集団健診 －
2/21（火） 中央公民館 ― ナイト健診

［受付時間］
集団健診 午前８時30分～午前11時
ナイト健診 午後5時30分～午後7時30分 
婦人科検診 午後１時～午後２時30分

［持参するもの］

集団健診

・保険証
・特定健診受診券(40～74歳の方)
・長寿健診受診券(75歳以上の方) 
・各種健診の案内ハガキ
・がん検診受診券(受診希望者は必須)

婦人科検診 ・乳がん検診受診券
・子宮頸がん検診受診券

［料金］

集団健診
国 保 の 方：
生活保護の方：
社保の方：保険者によっては自己負担あり

婦人科検診

今 年 度 7 0 歳 以 上となる方：
村民税非課税世帯(前年度)の方：
生 活 保 護 の 方：
上記に該当しない方： 子宮頸がん500円

乳がん1,000円

がん検診(胃・肺・大腸)等について
・本村に住所を有する方が対象です。　・ 集団健診会場にて無料で受けられます（骨粗しょう症検査は女性のみ無料）。
・ 脳ドックや個別特定検診でがん検診を受けなかった方は、集団健診にて無料でがん検診のみを受けることが可能です。
・ 胃がん検診を受けたい方は、前日の夜9時までに夕食を済ませ、それ以降の食事はしないでください。お水は200cc程度であれば検診の2
時間前まで摂取可能です。　・胃がん検診はナイト健診では実施しません。

②個別健診・婦人科検診(個別)
医療機関へ直接予約してご受診ください。

［受診可能期間］
個別健診 令和4年4月1日(金)～令和5年3月31日(金)
婦人科検診 令和4年5月1日(日)～令和5年2月28日(火)

［持参するもの］

個別健診
・保険証
・特定健診受診券(40～74歳の方)
・長寿健診受診券(75歳以上の方)
・各種健診の案内ハガキ(40歳未満の方)

婦人科検診 ・乳がん検診受診券
・子宮頸がん検診受診券

［料金］

個別健診
国 保 の 方：
生活保護の方：
社保の方：保険者によっては自己負担あり

婦人科検診

今 年 度 7 0 歳 以 上となる方：
村民税非課税世帯(前年度)の方：
生 活 保 護 の 方：
上記に該当しない方： 子宮頸がん1,000円

乳がん2,000円

［村内医療機関］

個別健診 ・ファミリークリニック きたなかぐすく
・仲舛内科　・屋宜原病院　・中部徳洲会病院

婦人科検診 ・中部徳洲会病院
※ 村外の医療機関も多数ございます。詳細については村役場また
は直接医療機関にお問い合わせください。

検診の種類 肺がん検診
(結核検診) 大腸がん検診 胃がん検診（どちらか一つ） 子宮頸がん検診 乳がん検診

検診内容 胸部のレントゲン撮影 1週間後に検便を提出
(2日分採取)

バリウムを飲んでレ
ントゲン撮影

胃内視鏡(胃カメラ)
による直接観察

子宮の頸部より
細胞を採取

乳房のレントゲン撮影
(マンモグラフィ)

対象者 20歳以上の者 40歳以上の者 40歳以上の者
(2年に1回推奨)

50歳以上で
偶数年齢の者※1

(原則2年に1回)

20歳以上で
偶数年齢の女性※1

(原則2年に1回)

40歳以上で
偶数年齢の女性※1

(原則2年に1回)

自己負担
料金

集団 0円 0円 0円 実施なし 500円※2 1,000円※2

個別 500円
（40歳以上のみ） 500円 2,000円 4,000円 1,000円※2 2,000円※2

※1 前年度に未受診の方は奇数年齢でも受診できます。　※2 生活保護受給者、前年度住民税非課税世帯の方、70歳以上の方は無料で受診できます。

申込
方法

集団がん検診 電話予約（子宮頸がん検診は予約不要）
個別がん検診 各医療機関へ直接電話予約（村HP参照）

｝無料

｝無料

受診
期間

集団がん検診 上記①参照
個別がん検診 令和4年5月1日(日)～令和5年2月28日(火)

国保は保険証と一体型

国保は保険証と一体型

乳がん検診は
予約制です!!

受診希望者は下記まで申し込
みください。
※ 子宮頸がん検診については
予約不要です。
予約先  ☎935-2267

(内線267・268)

有料オプション検査
について

集団健診の会場では有料による
オプション検査も行なっています。
・胃がんリスク検査4,400円
・ 前立腺がん検査(男性のみ)
2,200円

・ HPVDNA検査(婦人科検診)
3,960円

｝無料

｝無料

がん検診等について

【問い合わせ】村役場 健康保険課 健康対策係　　☎935-2267（内線267・268・269・270・271）

注意 ●人間ドックを受ける場合、がん検診は受けられません。(人間ドックにがん検診が含まれている為)　●脳ドックや個別特定健
診でがん検診を受けなかった方は、集団検診にてがん検診のみを受けることが可能です。　●がん検診受診券をご持参ください。
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お知らせ
沖縄の復帰50周年記念パネル展
沖縄の復帰50周年の節目に米軍施設

返還跡地のまちづくりを紹介するパネ
ル展を開催します。
日令和４年4月18日（月）～4月22日（金）
場村役場第２庁舎１階ロビー
［主催］北中城村・内閣府沖縄総合事務局
問  村役場 企画振興課企画係　☎935-2269
沖縄地区税関発足50周年記念「税関展」
沖縄地区税関は、昭和47年5月15日

沖縄県本土復帰と同時に全国9番目の
税関として設置され、令和4年5月15
日に発足50周年を迎えます。この機会
に国民の皆さまへ「税関」の役割や仕事
内容について、パネル展示や麻薬探知
犬デモンストレーション、体験コーナー
などで楽しく紹介します。
日  令和4年4月23日（土）午前10時～午後5時
場  イオンモール沖縄ライカム１F グランドスクエア
問  沖縄地区税関総務部 総務課　☎996-5506
登記手続き案内
那覇地方法務局宜野湾出張所では、

不動産登記について予約制により手続
案内を実施しています。事前予約をい
ただくと、予約した日時に法務局担当
者からお電話いたします。相談日、時
間は予約の際にご確認ください。
なお、各種登記申請書の様式は、法

務局ホームページでもご覧いただけます。
問  那覇地方法務局 宜野湾出張所　☎898-5454

北中城村公営墓地園内の
見学について

北中城村公営墓地園内の見学につい
ては、管理体制が整うまでの間は予約
制といたしますのでご理解・ご協力よ
ろしくお願いいたします。

［公営墓地園内見学予約開始日］
令和4年4月1日（金）～
　管理体制が整うまでの間
※ 見学は月～金曜日（祝日を除く）午前９時～午後
４時30分（正午～午後１時を除く）までの間と
します。

［問い合わせ・園内予約先］
村役場 住民生活課 環境対策係
☎935-2242

満5歳から11歳の新型コロナワクチン接種について

本接種については、希望する方が接種するもので、義務または強制ではありません。

対 象 者： 満5歳～11歳の方
（接種券発送：３月下旬）

接種回数：2回
接種間隔： 1回目の接種後、3週間の間隔

をおいて2回目の接種を行う。
※ ほかの予防接種を受ける場合、新型コロナ接種、
前後2週間以上間隔をあけてください。

接種費用：無料

使用ワクチン： ファイザー社製ワクチン
コミナティ筋注5～11歳用

接種場所：村立中央公民館

予 約 先： 村コールセンター
☎098-923-0783
（午前９時～午後４時30分／土日・祝日を除く）

※ 中部市町村合同開催の会場も案内いたします。
日時は村ホームページでご確認ください。

北中城村雇用サポートセンター求人情報

① 株式会社南星⇒工事管理１人
② 株式会社ＥＭウェルネスリゾート⇒ 客室清掃５人、スパ清掃１人、購買事務１人、経理事務１人
③ つなぐ保育園⇒調理スタッフ１人、保育士１人
④ ゆうなタクシー⇒タクシー乗務員（昼勤）５人・（夜勤）５人

※ 現在、村ホームページ内で、雇用サポートセンター登録、新着求人情報更新が出来ないため、求人内容等
に関して募集内容が変更・終了している場合もありますので、当センターまで直接お問い合わせください。

問   村役場 北中城村雇用サポートセンター　☎935-2233（内線120）
※ 開所時間は、午前８時30分から午後３時30分まで。

日  日時 場  場所 内  内容 対  対象
定  定員 ￥  料金 申  申し込み 
〆  締め切り  問  問い合わせ
 電話  FAX  メール

ご芳志
村社会福祉協議会へ

安里文男様（喜舎場116） ..............6万円
故父　安里洋太郎様、故母　安里淑子
様の香典返しとして
比嘉初子様（仲順259-1） ..............5万円
故夫　比嘉清繁様の香典返しとして
村老人クラブ連合会へ

安里文男様（喜舎場116） ..............3万円
故父　安里洋太郎様の香典返しとして
安里幸男様（安谷屋210-2） ..........5万円
一般寄附として
村育英会へ

安里文男様（喜舎場116） ..............3万円
故母　安里淑子様の香典返しとして

村
内
求
人

保護犬を実際に迎え入れた人々の暮
らしをレポート。海外の保護犬事情や
保護犬を迎え入れるための手引きなど
も紹介。家族となった犬がいる癒し癒
される生活の楽しさを伝える。

朝日新聞ベテラン校閲記者が教える、
一生モノの文章術。文章を書くことに
戸惑いを感じている人に向け、文章の
書き方を初級～プロ級のステップご
とに、ストーリー仕立てで解説する。

見た目や習性はそっくりなのに全く別
の動物!? 住んでいる場所によって体
つきが似てきたり、食べているものに
よって顔つきが変わってきたり！まぎ
らわしい動物たちのひみつを見分け方
と一緒に紹介。

保護犬と暮らす
ということ
（別冊天然生活）

マジ文章書けない
んだけど
前田 安正／著

世界一まぎらわしい
動物図鑑
今泉 忠明／監修

令和４年度　北中城村DOTEプログラム受講生募集
米国大学講師とのインターネット上でリアルタイムの英語講座をとおし、

児童生徒の英語力向上と国際性に富む人材育成に寄与する。

対　象: ●  北中城村に住所を有し、学校教育法で定
める小学校５～６年生および中学校に在
籍している者

 ●  家庭にインターネット環境が整備されて
おり、パソコン・タブレット等にてオン
ラインツール（ZOOM）が利用できる環
境にある者

募集人数: 若干名
 ●  Ｂクラス（小学校５～６年生）

土・日曜日（午前8時～午前10時）

 ●  Ａクラス（中学生）
土・日曜日（午前10時15分～午後12時15分）

 ※ 募集人数、対象学年は目安です。変動する場
合もあります。

抽　選： 応募者が定員を上回る場合、事務局により
抽選を実施し、受講者を選定します。

募集期間： 令和４年４月１日（金）～４月22日（金）
申し込み：  指定申込書および住民票を提出

※ 申込書は村ホームページからもダウンロード
できます。

【問い合わせ】村教育委員会　生涯学習課　☎935-3780

種別
出動
地域

火

災

自
然
災
害

水

難

交

通

労

災

運
動
競
技

一
般
負
傷

加

害

自
損
行
為

急

病

転

院

そ
の
他

高
速
道
路

（
I
C
）

月

計

累 計

（令和４年1月1日～
2月28日 ）

北中城村 0 0 0 4 1 2 17 0 0 44 5 1 2 76 141
中 城 村 0 0 0 4 1 0 11 0 0 69 7 1 93 181
合 計 0 0 0 8 2 2 28 0 0 113 12 2 2 169 323

（管轄外1件含む）
※管轄外については、合計（累計）に含む。

北中城村出動件数の報告 令和４年２月分の救急出動件数、災害発生件数は下記のとおりです。

■救急出動件数 ■災害発生件数
種別

月計

火

災

救

助

風
水
害

月計 0 0 0
出動件数ではなく、発生件数の報
告である。
※ 上記の報告件数は、北中城村のみ。

沖縄市比屋根 7丁目 14-7

もしもの時 ご遺体のお迎え

コープ葬祭は
24時間 365日
対応しております。 専用のお車で病院まで

お迎えにあがります。0120-456-791

（098）932-3336

もしもの時はお電話ください（24時間対応）
1 2
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お知らせ
沖縄の復帰50周年記念パネル展
沖縄の復帰50周年の節目に米軍施設

返還跡地のまちづくりを紹介するパネ
ル展を開催します。
日令和４年4月18日（月）～4月22日（金）
場村役場第２庁舎１階ロビー
［主催］北中城村・内閣府沖縄総合事務局
問  村役場 企画振興課企画係　☎935-2269
沖縄地区税関発足50周年記念「税関展」
沖縄地区税関は、昭和47年5月15日

沖縄県本土復帰と同時に全国9番目の
税関として設置され、令和4年5月15
日に発足50周年を迎えます。この機会
に国民の皆さまへ「税関」の役割や仕事
内容について、パネル展示や麻薬探知
犬デモンストレーション、体験コーナー
などで楽しく紹介します。
日  令和4年4月23日（土）午前10時～午後5時
場  イオンモール沖縄ライカム１F グランドスクエア
問  沖縄地区税関総務部 総務課　☎996-5506
登記手続き案内
那覇地方法務局宜野湾出張所では、

不動産登記について予約制により手続
案内を実施しています。事前予約をい
ただくと、予約した日時に法務局担当
者からお電話いたします。相談日、時
間は予約の際にご確認ください。
なお、各種登記申請書の様式は、法

務局ホームページでもご覧いただけます。
問  那覇地方法務局 宜野湾出張所　☎898-5454

北中城村公営墓地園内の
見学について

北中城村公営墓地園内の見学につい
ては、管理体制が整うまでの間は予約
制といたしますのでご理解・ご協力よ
ろしくお願いいたします。

［公営墓地園内見学予約開始日］
令和4年4月1日（金）～
　管理体制が整うまでの間
※ 見学は月～金曜日（祝日を除く）午前９時～午後
４時30分（正午～午後１時を除く）までの間と
します。

［問い合わせ・園内予約先］
村役場 住民生活課 環境対策係
☎935-2242

満5歳から11歳の新型コロナワクチン接種について

本接種については、希望する方が接種するもので、義務または強制ではありません。

対 象 者： 満5歳～11歳の方
（接種券発送：３月下旬）

接種回数：2回
接種間隔： 1回目の接種後、3週間の間隔

をおいて2回目の接種を行う。
※ ほかの予防接種を受ける場合、新型コロナ接種、
前後2週間以上間隔をあけてください。

接種費用：無料

使用ワクチン： ファイザー社製ワクチン
コミナティ筋注5～11歳用

接種場所：村立中央公民館

予 約 先： 村コールセンター
☎098-923-0783
（午前９時～午後４時30分／土日・祝日を除く）

※ 中部市町村合同開催の会場も案内いたします。
日時は村ホームページでご確認ください。

北中城村雇用サポートセンター求人情報

① 株式会社南星⇒工事管理１人
② 株式会社ＥＭウェルネスリゾート⇒ 客室清掃５人、スパ清掃１人、購買事務１人、経理事務１人
③ つなぐ保育園⇒調理スタッフ１人、保育士１人
④ ゆうなタクシー⇒タクシー乗務員（昼勤）５人・（夜勤）５人

※ 現在、村ホームページ内で、雇用サポートセンター登録、新着求人情報更新が出来ないため、求人内容等
に関して募集内容が変更・終了している場合もありますので、当センターまで直接お問い合わせください。

問   村役場 北中城村雇用サポートセンター　☎935-2233（内線120）
※ 開所時間は、午前８時30分から午後３時30分まで。

日  日時 場  場所 内  内容 対  対象
定  定員 ￥  料金 申  申し込み 
〆  締め切り  問  問い合わせ
 電話  FAX  メール

ご芳志
村社会福祉協議会へ

安里文男様（喜舎場116） ..............6万円
故父　安里洋太郎様、故母　安里淑子
様の香典返しとして
比嘉初子様（仲順259-1） ..............5万円
故夫　比嘉清繁様の香典返しとして
村老人クラブ連合会へ

安里文男様（喜舎場116） ..............3万円
故父　安里洋太郎様の香典返しとして
安里幸男様（安谷屋210-2） ..........5万円
一般寄附として
村育英会へ

安里文男様（喜舎場116） ..............3万円
故母　安里淑子様の香典返しとして

村
内
求
人

保護犬を実際に迎え入れた人々の暮
らしをレポート。海外の保護犬事情や
保護犬を迎え入れるための手引きなど
も紹介。家族となった犬がいる癒し癒
される生活の楽しさを伝える。

朝日新聞ベテラン校閲記者が教える、
一生モノの文章術。文章を書くことに
戸惑いを感じている人に向け、文章の
書き方を初級～プロ級のステップご
とに、ストーリー仕立てで解説する。

見た目や習性はそっくりなのに全く別
の動物!? 住んでいる場所によって体
つきが似てきたり、食べているものに
よって顔つきが変わってきたり！まぎ
らわしい動物たちのひみつを見分け方
と一緒に紹介。

保護犬と暮らす
ということ
（別冊天然生活）

マジ文章書けない
んだけど
前田 安正／著

世界一まぎらわしい
動物図鑑
今泉 忠明／監修

令和４年度　北中城村DOTEプログラム受講生募集
米国大学講師とのインターネット上でリアルタイムの英語講座をとおし、

児童生徒の英語力向上と国際性に富む人材育成に寄与する。

対　象: ●  北中城村に住所を有し、学校教育法で定
める小学校５～６年生および中学校に在
籍している者

 ●  家庭にインターネット環境が整備されて
おり、パソコン・タブレット等にてオン
ラインツール（ZOOM）が利用できる環
境にある者

募集人数: 若干名
 ●  Ｂクラス（小学校５～６年生）

土・日曜日（午前8時～午前10時）

 ●  Ａクラス（中学生）
土・日曜日（午前10時15分～午後12時15分）

 ※ 募集人数、対象学年は目安です。変動する場
合もあります。

抽　選： 応募者が定員を上回る場合、事務局により
抽選を実施し、受講者を選定します。

募集期間： 令和４年４月１日（金）～４月22日（金）
申し込み：  指定申込書および住民票を提出

※ 申込書は村ホームページからもダウンロード
できます。

【問い合わせ】村教育委員会　生涯学習課　☎935-3780

種別
出動
地域

火

災

自
然
災
害

水

難

交

通

労

災

運
動
競
技

一
般
負
傷

加

害

自
損
行
為

急

病

転

院

そ
の
他

高
速
道
路

（
I
C
）

月

計

累 計

（令和４年1月1日～
2月28日 ）

北中城村 0 0 0 4 1 2 17 0 0 44 5 1 2 76 141
中 城 村 0 0 0 4 1 0 11 0 0 69 7 1 93 181
合 計 0 0 0 8 2 2 28 0 0 113 12 2 2 169 323

（管轄外1件含む）
※管轄外については、合計（累計）に含む。

北中城村出動件数の報告 令和４年２月分の救急出動件数、災害発生件数は下記のとおりです。

■救急出動件数 ■災害発生件数
種別

月計

火

災

救

助

風
水
害

月計 0 0 0
出動件数ではなく、発生件数の報
告である。
※ 上記の報告件数は、北中城村のみ。
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医療費の窓口負担 割合が変わります

窓口負担割合２割の対象となるかどうかは
■■■主に以下の流れで判定します■■■

世帯の窓口負担割合が２割の対象となるかどうかは、75歳以上の
方※1の課税所得※2や年金収入※3をもとに、世帯単位で判定します。
(2021年中の所得をもとに判定を行います）
（９月中に被保険者証を送ります)

現役並み所得者※4に該当するか

世帯内75歳以上の方※1のうち
課税所得※2が28万円以上の方がいるか

世帯に75歳以上の方※1が２人以上いるか

「年金収入※3+その他の
合計所得金額※5」が
200万円以上か

「年金収入※3+その他の
合計所得金額※5」の
合計が320万円以上か

世帯全員が

３割
世帯全員が

１割 １割 ２割 世帯全員が

１割
世帯全員が

２割

※1　 後期高齢者医療の被保険者とは：75歳以上の方(65～74歳で一定の障害の状態にあると広域連合から認定を受けた方を含む)
※2　「課税所得」とは： 住民税納税通知書の「課税標準」の額(前年の収入から、給与所得控除や公的年金等控除等、

所得控除(基礎控除や社会保険料控除等)等を差し引いた後の金額)です。
※3　「年金収入」には遺族年金や障害年金は含みません。
※4　課税所得145万円以上で、医療費の窓口負担割合が３割の方。
※5　「その他の合計所得金額」とは：事業収入や給与収入等から、必要経費や給与所得控除等を差し引いた後の金額のことです。

該当する 該当しない

いるいない

200万円
未満

200万円
以上

320万円
未満

320万円
以上

１人だけ ２人以上

医療費の窓口負担 割合が変わります
窓口負担割合が２割となる方には
負担を抑える配慮措置があります

●  2022年10月１日の施行後３年間(2025年９月30日まで)は、２割負担となる方について、
１か月の外来医療の窓口負担割合の引き上げに伴う負担増加額を3,000円までに抑えます
(入院の医療費は対象外)。
 ※ 同一の医療機関での受診については、上限額以上窓口で支払わなくてよい取扱い。
そうでない場合では、１か月の負担増を3,000円までに抑えるための差額を払い戻し。

● 配慮措置の適用で払い戻しとなる方は、高額
療養費として、事前に登録されている高額療
養費の口座へ後日払い戻します。

２割負担となる方で高額療養費の口座が登録されて
■いない方には広域連合から申請書を郵送します■

申請書がお手元に届いたら、申請書に記載の内容に沿って、口座の登録をしてください。

《ご注意ください！》
●  厚生労働省や地方自治体が、電話や訪問で口座情報
登録をお願いすることや、キャッシュカード、通帳
等をお預かりすることは 絶対にありません。

●ATMの操作をお願いすることは 絶対にありません。

【配慮措置が適用される場合の計算方法】
例：１か月の医療費全体額が50,000円の場合

窓口負担割合１割のとき① 5,000円

窓口負担割合２割のとき② 10,000円

負担増③（②－①） 5,000円

窓口負担増の上限④ 3,000円

払い戻し等（③－④） 2,000円

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 医療費窓口負担割合の見直しに関するお問い合わせは ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

お住まいの都道府県の
「後期高齢者医療広域連合」または
市区町村の「後期高齢者担当窓口」
までお問い合わせください。

今回の制度改正の見直しの背景等に
関するご質問等は、

厚生労働省コールセンター(0120-002-719)
にお問い合わせください。

不審な電話があったときは、最寄りの警察署
や警察相談専用電話(#9110)、または消費生
活センター(188)にお問い合わせください。

配慮措置
１か月 5,000円の負担増を
3,000円までに抑えます。

書類は必ず郵送でお届けします

沖縄県後期高齢者医療
広域連合
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医療費の窓口負担 割合が変わります

窓口負担割合２割の対象となるかどうかは
■■■主に以下の流れで判定します■■■

世帯の窓口負担割合が２割の対象となるかどうかは、75歳以上の
方※1の課税所得※2や年金収入※3をもとに、世帯単位で判定します。
(2021年中の所得をもとに判定を行います）
（９月中に被保険者証を送ります)

現役並み所得者※4に該当するか

世帯内75歳以上の方※1のうち
課税所得※2が28万円以上の方がいるか

世帯に75歳以上の方※1が２人以上いるか

「年金収入※3+その他の
合計所得金額※5」が
200万円以上か

「年金収入※3+その他の
合計所得金額※5」の
合計が320万円以上か

世帯全員が

３割
世帯全員が

１割 １割 ２割 世帯全員が

１割
世帯全員が

２割

※1　 後期高齢者医療の被保険者とは：75歳以上の方(65～74歳で一定の障害の状態にあると広域連合から認定を受けた方を含む)
※2　「課税所得」とは： 住民税納税通知書の「課税標準」の額(前年の収入から、給与所得控除や公的年金等控除等、

所得控除(基礎控除や社会保険料控除等)等を差し引いた後の金額)です。
※3　「年金収入」には遺族年金や障害年金は含みません。
※4　課税所得145万円以上で、医療費の窓口負担割合が３割の方。
※5　「その他の合計所得金額」とは：事業収入や給与収入等から、必要経費や給与所得控除等を差し引いた後の金額のことです。

該当する 該当しない

いるいない

200万円
未満

200万円
以上

320万円
未満

320万円
以上

１人だけ ２人以上

医療費の窓口負担 割合が変わります
窓口負担割合が２割となる方には
負担を抑える配慮措置があります

●  2022年10月１日の施行後３年間(2025年９月30日まで)は、２割負担となる方について、
１か月の外来医療の窓口負担割合の引き上げに伴う負担増加額を3,000円までに抑えます
(入院の医療費は対象外)。
 ※ 同一の医療機関での受診については、上限額以上窓口で支払わなくてよい取扱い。
そうでない場合では、１か月の負担増を3,000円までに抑えるための差額を払い戻し。

● 配慮措置の適用で払い戻しとなる方は、高額
療養費として、事前に登録されている高額療
養費の口座へ後日払い戻します。

２割負担となる方で高額療養費の口座が登録されて
■いない方には広域連合から申請書を郵送します■

申請書がお手元に届いたら、申請書に記載の内容に沿って、口座の登録をしてください。

《ご注意ください！》
●  厚生労働省や地方自治体が、電話や訪問で口座情報
登録をお願いすることや、キャッシュカード、通帳
等をお預かりすることは 絶対にありません。

●ATMの操作をお願いすることは 絶対にありません。

【配慮措置が適用される場合の計算方法】
例：１か月の医療費全体額が50,000円の場合

窓口負担割合１割のとき① 5,000円

窓口負担割合２割のとき② 10,000円

負担増③（②－①） 5,000円

窓口負担増の上限④ 3,000円

払い戻し等（③－④） 2,000円

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 医療費窓口負担割合の見直しに関するお問い合わせは ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

お住まいの都道府県の
「後期高齢者医療広域連合」または
市区町村の「後期高齢者担当窓口」
までお問い合わせください。

今回の制度改正の見直しの背景等に
関するご質問等は、

厚生労働省コールセンター(0120-002-719)
にお問い合わせください。

不審な電話があったときは、最寄りの警察署
や警察相談専用電話(#9110)、または消費生
活センター(188)にお問い合わせください。

配慮措置
１か月 5,000円の負担増を
3,000円までに抑えます。

書類は必ず郵送でお届けします

沖縄県後期高齢者医療
広域連合
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熱田公民館であたいぐゎ～市
が開催されました。地元の農家
の採れたて新鮮野菜を手に入れ
ようと朝早くから多くの人で賑
わいました。かりゆし会のお母さ
ん方の手作り漬け物等あり、意
外と知らない地元野菜を通して
区民と農家の方との良いコミュ
ニケーションの場となりました。

熱田
2.2
0

あたいぐゎ～市
東恩納 恵子

2.26 「ありがとう」若い力っていいね！
北中城高校3年生の安里大夢さ

んと同級生の皆さんに、この日は
熱田公民館の草刈りの手伝いをし
てもらいました。最近では、トン
袋11個を軽トラに乗せる作業とか、
ユンタク会ではお年寄りの方に三線
を引いてくれたり、本当に若い力頼
もしいです。3月1日、卒業しても
地域の力になってね。北高1期生と
して嬉しいよ!ありがとうね！

団地子ども会では、なかよし会
の皆さんと一緒に植え付けをした
じゃがいもが、収穫時期になった
ので晴れた日曜日にじゃがいも掘
りをしましたよ。手でも掘ること
が出来ました。子供たちの目がキ
ラキラしていて楽しそうでした。
役員の皆さんお疲れ様でした。

11月に植え付けたじゃがいも
の収穫を親子で楽しくやりまし
た。自分達で植えたじゃがいもの
収穫とあって期待にワクワク!中
には一個750gの大物もありビッ
クリ!!150個近く取れました。収
穫後は皆んな満足した顔でじゃ
がいもを持ち帰っていきました。
今日の夕飯はカレーかな?

荻道
2.2
7 ジャガイモいっぱい獲れたよ

久保 玲子

家人衆会  桜に感謝！
比嘉 さとみ

石平
2.2
7

毎月第4日曜日は家人衆会の定例作
業日です。今年も多くの桜だよりが届き
ました。桜小路まつりは、昨年に引き続き
新型コロナウイルス感染症まん延防止
等重点措置で開催することが出来ませ

んでしたが、桜小路を村内外へ発信する目的でGoogle
ストリートビューのパノラマ撮影を行い配信しました。
中部の桜の名所として、石平桜小路は観光スポットと

して定着しています。桜の開花のお礼と感謝、来年も多く
の桜の木に花だよりが届く事をお願いして、全部の桜の
木にEM堆肥の肥料入れ(育樹活動)を行いました。

皆

「寿会創立50周年記念誌」編集委員会（編集長 高江
洲義信）は、記念誌発行に向けて最終の確認作業を行い
ました。昨年に立ち上げられた同委員会、コロナ禍で頻
繁に集まることが難しい中、努力を重ねてきました。写
真提供の協力依頼、原稿依頼、他地域の記念誌を参考に
したり、村の機関へ何度も足を運んだり、データ収集に
もいろいろご苦労があったことでしょう。掲載する写真
の選別が中でも大変だったそうです。「寿会総会」での配
布を目標にあとひと踏ん張り。発行の日が楽しみですね。

渡口3.3
寿会創立50周年記念誌

玉城 小百合

2.27 じゃがいも掘り

初桜
宮城 奈々

団地の玄関前のエレベーターホー
ルに植え付けて数十年一度も蕾がつ
かない桜木…なんと今年初の蕾がつ
きました。数は少なかったですが可
愛い桜が咲きました。新芽もたくさん
出てきたので、来年はお花見ができ
るくらい咲いたらいいなと思います。

北中
城

団地2.7
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青空の中、賑やかに＊^ ＊^
岩永 妙子喜舎

場
2.2
7

新型コロナウイルスの
影響で行事等がなかな
か出来ず、お天気も雨が
降り続いてなんだかモヤ
モヤしていましたが、やっとお日様が顔をだし、自治会恒
例の区民親睦グランドゴルフ大会を行いました。
村中央広場にて70名程が参加し、中にはご家族や仲

間同士で参加されホールインワンや珍プレーなど続出
で笑い声が賑やかに響いていました。喜舎場区民の比嘉
村長も参加されていました！
表彰式では、男女各1位～3位、小学生

以下1位～3位、最高齢賞男女各1名、ホー
ルインワン賞が9名おり、参加賞やジュー
スなどの手土産も喜んでいました。沢山の
笑顔に逢えて字役員も嬉しさ倍増でした。
ご協力、ご参加ありがとうございました。

パネル展示会開催される
屋良 和正

大城

1.3
1～

2.1
0

公民館常設展示「農を
生かした健康・福祉の里作
りパネル展」が行われまし
た。これは荻道・大城の休
耕地利用や道路拡張等に
関する内容で、久々の大型
プロジェクトです。次年度から工事が着工する予定です。
2月を迎え、三寒四温とも呼ばれるように移ろいやす

い天気で、寒さと雨天が大半で、時折晴天の日々でした。
今回の展示は午前午後の説明タイムもあり、地域の公

民館で役場の方とデベロッパーの方が集い、三者合同で
説明する場を設けられたことは大きな成果と自負します。
三月には、現地説明会もセッティングされていて、大

勢の参加を期待しています。世界遺産の里の小さな挑
戦が、大きなうねりとなりますように…

春爛漫
渡慶次 育恵

仲順2.1

犬とのお散歩中、素敵な花のカー
テンを発見！もう、春の訪れですね。
鮮やかなオレンジが青空によく映え、
気持ちのよいお散歩となりました。

正月ウビー 
玉城 奈津美

寅年生まれの会員の皆様に記念品を贈呈 
比嘉 智恵子

永きにわたり地域に愛された米須商店 
米須 壱成

安谷
屋
2.1
3

和仁
屋
2.2
0

屋宜
原
2.2
7

旧暦一月吉日、職員、当番で正月ウビーを行いました。
ビンシ―やウチャヌク、神屋にはお酒をお供えし、御井戸
（カー）を含め拝所21か所で区民のみなさんの健康と安
全、そしていち早くコロナが終息するよう祈願しました。

生年合同祝賀会は、新型コロナウイル
ス感染拡大防止のため今年も中止にな
りました。それに替わって、寅年生まれ
の13歳(4人)、73歳(4人)、85歳(2人)、
米寿(4人)、カジマヤー(1人)の皆様へ
記念品を贈呈し祝福させて頂きました。

屋宜原で永きにわたり愛されてきた地域の商店に幕
が閉ざされ、閉店セレモニーが行われました。米須商店
は創業からこれまで63年間営業を行ってきた商店です。
昔は情報が今の時代よりも少なく、地域の人が商店に

集まり情報共有を行う場になっ
ていたとの事です。店主の米須
さんは「永きに渡り米須商店に
通って頂いた地域の方に大変
感謝をしている。ありがとうござ
いました」と語りました。

2.27 じゃがいも品評会と野菜即売会

2.28 朝の交通安全

公民館で、
自慢のじゃが
いも2kgを出
品して大きさ
形状等を競う
品評会が行われ、選出された7名の見事なじゃがいも
が展示されました。最優秀賞は2年連続で比嘉俊雄さ
んでした。あわせて、ゲートボール第一ゲート通過チャ
ンピオン大会が行われました。参加は、19名で一人2
回プレーしました。男女それぞれ3位まで表彰されまし
た。男子1位女子2位に天久夫妻が入りましたお見事!! 
あまはじでは、じゃがいも、玉葱、春菊、サラダ菜

などの野菜即売会があり、すぐに売り切れとなりました。

毎朝、登校時にこども達の交通安
全を見守りながら、安全指導活動を
長年してくださっている仲順自治会長
の比嘉さん。こども達も毎朝、元気
な挨拶を交わし、親しみを感じなが
ら安心して、横断歩道を渡る姿が、

微笑ましく交差点の風景となっています。忙しい朝の
時間帯、年間を通し地域の安全を見守って頂き感謝。
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【記事・取材依頼・生活支援体制整備事業についての問い合わせ】北中城村社会福祉協議会　☎ 935-4520（担当：香村）
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2022年4月（卯月）APRIL 祝日等に当たる場合は変更もしくは予定なし

相談名 とき ／ ところ ／ 担当 内 容 相談員
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談
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税に関する
相談

4月6日（水） 午後1時～午後4時 予約制です
予約先：村役場総務課 ☎935-2233（内216）

村役場総務課

相続・贈与・土地譲渡等の
税金の相談 税理士：喜納 秀樹 

人権相談 4月8日（金） 午前10時～午後12時
村役場第二庁舎３階第三委員室 人権問題、いじめ、サラ金、もめごと 那覇地方法務局（沖縄支局）☎937-3278

法律相談 4月7日（木） 午後1時～午後4時 予約制です
予約先：村役場総務課 ☎935-2233（内216）

法律的な相談であれば
どんな内容でも可 池宮城 紀

とし

夫
お

　弁護士

行政相談 4月7日（木）午後2時～午後4時
屋宜原公民館

暮らしの中の困りごとや
行政に関する相談

比嘉 洋子　行政相談委員
行政苦情110番　☎867-1100
行政相談委員への相談は　☎935-2233

教育相談 月曜日～金曜日 午前9時～午後4時
要予約

村教育委員会
教育総務課

児童生徒及び保護者への教育上の
問題・悩み・困り事相談・助言

月～金　 比嘉 美奈子（教育相談員）
☎935-3780

障害に関する
相談

月曜日～金曜日 午前8時半～午後5時15分
村役場福祉課

知的・身体・精神に障害をお持ちの方、
および家族等への支援（相談支援事業
とあわせて実施）

専門相談員
専門相談員への相談は
☎935-2263（内250）

専門相談員への相談は毎週
月・水・金曜日 午前10時～午後3時

高齢者
なんでも相談 月曜日～金曜日 午前8時半～午後5時15分

地域包括支援
センター
☎935-5922

高齢者の健康、介護、権利など全般 保健師・社会福祉士・ケアマネージャー

もの忘れ相談 月曜日～金曜日 午前8時半～午後5時15分 もの忘れ・認知症の介護に
お困りなことなど

保健師・看護師、または認知症専門医
(要事前相談)

専門職による
成年後見制度・
くらしの相談会

4月12日（火）午後１時～午後３時 予約制です
予約先：村地域包括支援センター 成年後見制度に関する専門的な相談 西端 裕子　弁護士

竹藤 登　社会福祉士

心配ごと相談 月曜日～金曜日 午前10時～午後4時 村社会福祉
協議会

月～金 ：一般相談
火・木 ：障害者相談（ピアサポート）
　金 ： 消費生活相談

（消費者金融、クレジット、悪質商法など）

月：大屋 みゆき 火：仲田 美和子
水：大城 幸子 木：仲田 美和子
金：消費生活相談員
☎935-4755（FAX兼用）

育児に関する
相談 月曜日～金曜日 午前8時半～午後5時 子育て支援

センター 育児に関する相談全般 子育て指導員（保育士）☎982-0505

集
い

ふれあい
子育てサロン

第1火曜日：総合社会福祉センター 第1金曜日：和仁屋公民館
第2火曜日：喜舎場公民館 第2金曜日：総合社会福祉センター （いずれも午前10時～正午まで）
第3火曜日：島袋児童館 第3金曜日：島袋公民館
第4火曜日：大城公民館 第4金曜日：安谷屋公民館

妊婦さん、子育て中のお母さん、お子さん
と一緒に交流しましょう！絵本の読み聞か
せやリズムあそび等をします。

子育てに関するご相談は
社会福祉協議会☎935-4520

行政区別人口・世帯数（２月末現在）
区分 喜舎場 仲順 熱田 北中城

団地 和仁屋 渡口 島袋 屋宜原 瑞慶覧 石平 安谷屋 荻道 大城 軍施設
内 美崎 ライカム 外国人 合計

男 905 743 673 140 351 360 2,505 407 112 158 937 305 173 8 448 365 217 8,590 
女 949 769 656 188 390 369 2,771 437 139 164 989 295 201 30 489 426 147 9,262 
計 1,854 1,512 1,329 328 741 729 5,276 844 251 322 1,926 600 374 38 937 791 364 17,852 
世帯数 734 644 548 124 312 339 2,350 356 124 165 804 245 162 18 393 323 143 7,641 
比嘉の127世帯、男108人、女112人　計220人は島袋に含まれます。外国人とは、大使、公使、総領事及びその家族、大使館の職員、外交官とその家族、地位協定該当者を除いた数です。

見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォント
を採用しています。

令和４年３月25日　発行／北中城村役場　編集／企画振興課
〒901-2392　沖縄県中頭郡北中城村字喜舎場426番地2　TEL098-935-2233（代表）FAX098-935-5536
ホームページアドレスhttp://www.vill.kitanakagusuku.lg.jp　印刷／光文堂コミュニケーションズ株式会社

※ 新型コロナウイルス感染症をめぐる状況等により、
中止する場合があります。


